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急
変
す
る
農
業
・
農
協
環
境

今
、協
同
の
精
神
を
軸
に
役
割
の
発
揮
を

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
に
て

２
０
１
６
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
も
の
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
平
成
27
年
の
営
農
は
、
平
年
よ

り
も
１
週
間
ほ
ど
早
い
融
雪
と
な
り
、
４

月
・
５
月
の
春
耕
・
播
種
期
は
比
較
的
好

天
に
恵
ま
れ
、
農
作
業
は
順
調
に
ス
タ
ー

ト
致
し
ま
し
た
。

　

６
月
・
７
月
は
、
気
温
が
や
や
低
め
に

推
移
し
、
日
照
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
結
果
的
に
は
本
町
で
最
も
多
く
作
付

面
積
を
有
す
る
秋
ま
き
小
麦
の
収
穫
に
こ

れ
ま
で
に
な
く
、
好
結
果
に
結
び
つ
く
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
の

収
穫
期
は
比
較
的
順
調
に
推
移
し
た
も
の

の
、
収
穫
終
盤
の
10
月
は
極
端
な
低
温
と

長
雨
に
苦
労
し
、
水
稲
の
刈
取
り
が
平
年

に
比
べ
て
遅
れ
、
晩
生
の
馬
鈴
し
ょ
や
て

ん
菜
も
11
月
に
ず
れ
込
む
な
ど
の
影
響
を

受
け
、
ご
苦
労
さ
れ
た
組
合
員
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
は
そ
う
し
た
苦

労
が
報
わ
れ
る
結
果
と
言
え
る
ほ
ど
、
各

作
物
と
も
品
質
・
収
穫
量
で
平
年
並
か
ら

年頭の
ごあいさつ

代表理事組合長

熊谷　留夫
代表理事専務

浦島　規生

平
年
を
上
回
る
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
特
徴
的
な
農
業
生
産
の
結
果
で

あ
り
ま
す
が
、
水
稲
で
は
豊
凶
の
目
安
と

な
る
作
況
指
数
で
、
全
国
１
０
０
、
北
海

道
１
０
４
、
上
川
１
０
４
、
美
瑛
町
は

１
０
１
。
低
タ
ン
パ
ク
率
は
24
・
５
％
と

な
り
ま
し
た
が
、
良
食
味
米
生
産
へ
の
ご

努
力
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

小
麦
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、
気

象
経
過
が
登
熟
に
良
好
に
作
用
し
た
こ
と

や
、
生
産
者
各
位
が
気
象
状
況
に
応
じ
た

効
率
的
な
収
穫
作
業
を
進
め
ら
れ
た
結
果
、

特
に
秋
ま
き
小
麦
が
好
成
績
を
収
め
、
製

品
ベ
ー
ス
反
収
で
10
・
８
俵
と
な
り
、
小

麦
生
産
始
ま
っ
て
以
来
の
総
出
荷
量
２
万

ト
ン
に
達
し
ま
し
た
。

　

て
ん
菜
に
つ
い
て
は
、
基
準
糖
度
を
上

回
る
17
・
３
％
、
10
㌃
当
た
り
の
収
量
に

つ
い
て
も
６
・
９
㌧
と
い
う
良
好
な
内
容
で

あ
り
ま
し
た
。

　

青
果
関
係
で
は
、
振
興
作
物
の
ト
マ
ト

が
14
億
円
に
達
し
、
３
月
に
完
成
致
し
ま

し
た
新
し
い
選
果
施
設
が
稼
動
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
増
反
振
興

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
30
日
に
貯
蔵
加
工
処

理
施
設
が
竣
工
と
な
り
ま
し
た
加
工
玉
ね

ぎ
は
、
作
柄
も
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

４
，
８
５
８
㌧
の
生
産
量
と
な
り
、
今
後

と
も
新
た
な
畑
作
振
興
の
核
と
し
て
期
待

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

畜
産
関
係
で
は
、
依
然
と
し
て
コ
ス
ト

上
昇
要
因
が
続
く
中
、
比
較
的
冷
涼
な
気

象
推
移
と
生
産
者
努
力
に
よ
り
生
乳
生
産

量
が
増
加
、
個
体
販
売
価
格
も
比
較
的
高

め
で
推
移
し
た
た
め
総
じ
て
良
好
で
あ
り

ま
し
た
。
肉
豚
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｅ
Ｄ
被
害

を
生
産
者
努
力
で
徐
々
に
克
服
し
、
販
売

頭
数
の
増
加
か
ら
良
好
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、
昨
年
は
「
農

協
改
革
法
案
の
成
立
」
と
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
大
筋
合
意
」
と
い
う
わ
が
国
の
農
業
・

Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
情
勢
変
化

が
あ
っ
た
１
年
で
し
た
。

　

農
協
改
革
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
要
な

目
的
で
あ
る
法
改
正
と
農
業
所
得
向
上
の

関
連
性
な
ど
に
つ
い
て
、
い
ま
だ
に
十
分

な
理
解
が
進
ま
な
い
中
、
准
組
合
員
制
度

の
あ
り
方
や
監
査
の
仕
組
み
な
ど
の
重
要

事
項
が
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

あ
ら
た
め
て
地
域
農
業
の
振
興
や
協
同
組

急
変
す
る
農
業
・
農
協
環
境

今
、協
同
の
精
神
を
軸
に
役
割
の
発
揮
を
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合
活
動
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
、
政
策
へ

の
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
し
て
は
、
国

民
的
議
論
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
昨
年
の

10
月
５
日
大
筋
合
意
が
な
さ
れ
る
と
い
う
、

極
め
て
残
念
な
結
果
に
至
り
、
強
い
憤
り

を
覚
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
通
常
国
会
に
お
い
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
係
る
国
会
審
議
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す

が
、
改
め
て
政
府
に
は
説
明
責
任
を
求
め

る
と
同
時
に
生
産
者
の
不
安
を
払
拭
し
、

希
望
の
持
て
る
地
域
農
業
づ
く
り
に
向
け
、

万
全
な
対
応
を
強
く
求
め
て
参
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
農
業
は
食
料
の
安

定
供
給
と
い
う
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
生
命
産
業
で
あ
り
、
そ
の
役

割
は
未
来
永
劫
（
ご
う
）
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
農
業
者
・
Ｊ
Ａ
は
、
そ
の
責
任
感

と
自
負
の
も
と
、
あ
ら
た
め
て
協
同
の
精

神
に
立
ち
返
っ
た
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
克
服
す
る
た
め
、
今
こ
そ
力
を
一
つ

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
に
は
、
第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海

道
大
会
が
開
催
さ
れ
、「
北
海
道
５
５
０
万

人
と
共
に
創
る
力
強
い
農
業
と
豊
か
な
魅

力
あ
る
農
村
」
を
決
議
事
項
と
し
て
、
向

こ
う
３
ヵ
年
の
新
た
な
取
組
み
方
針
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
に
は
、
何
と
い
い
ま
し

て
も
道
内
の
各
Ｊ
Ａ
が
、
自
ら
の
地
域
で

協
同
組
合
の
役
割
や
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
理
解

に
向
け
て
、
様
々
な
活
動
を
行
う
こ
と
が

肝
要
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
関
わ
り

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
結
び
つ

き
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

今
後
ど
の
よ
う
な
地
域
貢
献
が
で
き
る
の

か
を
積
極
的
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

思
い
を
同
じ
く
す
る
身
近
な
人
た
ち
か

ら
、
ま
ず
連
携
を
図
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
干
支
は
申
年
（
さ
る
ど
し
）
で
す
。

一
説
に
は
、
申
は
、
伸
ば
す
と
い
う
意
味

が
あ
り
、「
草
木
が
十
分
に
伸
び
、
実
が
成

熟
し
て
い
く
時
期
」
を
表
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
申
年
に
あ
や
か
り
、
天

候
に
恵
ま
れ
た
実
り
多
い
充
実
し
た
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
併
せ
て
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

◆代表理事組合長	 熊谷　留夫

◆代表理事専務	 浦島　規生

◆常	務	理	事	 北野　和男
（学識経験者）	

◆理事	 神成　博美
	（総務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 藤田　元弘
	（業務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 草野　恒之
	（農家経済対策特別委員長・業務委員）

◆理事	 真田　佳則
	（総務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 村上　聡和
	（業務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 江花　秀一
	（農家経済対策特別副委員長・総務委員）

◆理事	（総務委員）	 山田　　剛

◆理事	（総務委員）	 吉井　鉄也

◆理事（業務委員）	 米田　浩幸

◆理事（業務委員）	 櫻井　盛明

◆理事（学識経験者 /信用担当）	加藤　　護

◆代表監事	 山本　英之

◆常勤監事	（員外監事）	 吉尾　　豊

◆監事　	 柏倉　秀伸

◆監事　	 太田　　満

◆監事　	 福田　弘行

外職員一同

謹んで新春の
お喜びを申し上げます
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１
月

■
仕
事
始
め	

６
日

■
農
穣
安
全
祈
願
祭　

新
年
交
礼
会	

６
日

■
上
川
地
区
農
協
連
連
絡
協
議
会
交
礼
会	

６
日

■
中
央
要
請
行
動	

７
日

■
出
初
式	

９
日

■
美
瑛
町
は
た
ち
の
集
い	

11
日

■
青
年
部
富
良
野
沿
線
冬
期
研
修
会	

19
日

■
と
ま
と
生
産
部
会
定
期
総
会	

21
日

■
豆
作
生
産
部
会
冬
期
研
修
会	

22
日

■
業
務
委
員
会	

23
日

■
総
務
委
員
会	

26
日

■
企
画
会
議
／
朝
会	

30
日

■
第
34
回
理
事
会	

30
日

２
月

■
決
算
棚
卸	

１
日

■
Ｊ
Ａ
び
え
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会	

２
日

■
第
一
回
役
員
選
任
推
せ
ん
会
議	

３
日

■
中
央
要
請
行
動	

４
日

■
Ｊ
Ａ
青
年
部
定
期
総
会	

６
日

■
Ｊ
Ａ
女
性
部
定
期
総
会	

９
日

■
稲
作
生
産
部
会
定
期
総
会	

10
日

■
麦
作
生
産
部
会
定
期
総
会	

12
日

■
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
定
期
総
会	

13
日

■
ア
ス
パ
ラ
生
産
部
会
定
期
総
会	

13
日

■
種
子
馬
鈴
し
ょ
生
産
部
会
定
期
総
会	

16
日

■
馬
鈴
し
ょ
生
産
部
会
評
議
員
会	

18
日

■
豆
作
生
産
部
会
定
期
総
会	

19
日

■
早
坂
・
齊
藤
・
遠
藤
顕
彰
管
理
委
員
会	

19
日

■
第
35
回
理
事
会	

19
日

■
実
践
農
業
講
座
・
報
徳
社
総
会	

23
日

■
大
根
生
産
部
会
定
期
総
会	

24
日

■
第
60
回
地
区
こ
ん
談
会	

25
・
26
日

■
第
２
回
役
員
選
任
推
せ
ん
会
議	

26
日

■
長
ね
き
生
産
部
会
定
期
総
会	

27
日

３
月

　

平
成
27
年
度
の
区
域
内
農
業
生
産
は
１
４
７
億

円
（
交
付
金
等
含
）
余
で
過
去
に
類
例
を
見
な
い

生
産
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

気
象
の
経
過
で
は
３
月
の
爆
弾
低
気
圧
に
よ
る

風
雪
突
風
被
害
に
見
舞
れ
た
も
の
の
、
総
じ
て
順

調
な
気
象
推
移
と
な
り
、
水
稲
の
作
況
指
数
で

は
、
全
国
１
０
０
、
北
海
道
・
上
川
で
１
０
４
、

美
瑛
町
は

１
０
１
で
契

約
比
出
荷

率
は
98
％
、
小
麦
に
お
い
て
は
総
出
荷
量
で

２
０
、０
９
７
㌧
（
３
２
１
千
俵
）、
秋
小
麦
の
反

収
ベ
ー
ス
で
は
前
年
を
２
・
６
俵
上
回
る
10
・
８

俵
で
全
量
１
等
Ａ
ラ
ン
ク
で
調
製
さ
れ
た
こ
と
は

施
設
の
高
度
利
用
が
功
奏
し
た
も
の
で
生
産
者
と

も
ど
も
慶
ぶ
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
１
５
年
の
動
き

　

～
事
業
を
振
り
返
っ
て
～

　

生
産
者
所
得
に
直
結
す
る
各
種
施
設
の
充
実
で

す
が
、
国
や
行
政
の
支
援
を
前
提
に
、
ト
マ
ト
選

果
施
設
、
精
米
施
設
、
加
工
玉
ね
ぎ
貯
蔵
加
工
処

理
施
設
な
ど
を
取
得
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
付
加
価

値
ア
ッ
プ
に
よ
り
所
得
の
向
上
に
専
念
を
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

27
年
度
は
農
協
改
革
法
案
の
成
立
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
の
大
筋
合
意
な
ど
農
業
、

農
協
に
係
る
極
め
て
重
要
な

変
化
の
年
と
な
り
Ｊ
Ａ
改
革

で
は
准
組
合
員
制
度
の
あ
り
方
や
監
査
の
仕
組
み

な
ど
で
は
整
理
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
情
報
の
開
示
が
不
十
分
な
中
、
大

筋
合
意
に
至
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て

も
地
域
社
会
へ
の
支
障
が
無
い
よ
う
働
き
か
け
を

強
化
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

トピックス
JAこの1年

困
難
を
バ
ネ
に
再
出
発

1/21
不動の産地づくりめざし、
トマト生産部会で定期総会

1/6　 H27 年の仕事初めに
新年交礼会

1/15　フレッシュミセス会で
感動のステンドグラスを

1/29
快挙！大雪さんろく
クラブの 2 氏が道青
年農業者会議発表で
最優秀に
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■
ゆ
り
根
生
産
部
会
定
期
総
会	

５
日

■
と
ま
と
選
果
施
設
引
越
し	

10
日

■
丘
の
ま
ち
グ
ル
メ
協
議
会	

12
日

■
企
画
会
議	

17
日

■
第
36
回
理
事
会	

17
日

４
月

■
Ｊ
Ａ
役
員
新
旧
交
代
式	

８
日

■
農
業
技
術
実
証
展
示
圃
運
営
協
議
会
総
会	

８
日

■
年
金
友
の
会
総
会	

10
日

■
人
事
異
動
辞
令
交
付

■
農
業
再
生
協
議
総
会	

15
日

■
日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ
く
り
総
会	

22
日

■
高
齢
者
事
業
団
定
期
総
会	

24
日

■
エ
ゾ
鹿
被
害
防
止
対
策
連
絡
協
議
会
総
会	

24
日

■
廃
プ
ラ
適
正
処
理
対
策
連
絡
協
議
会
総
会	

24
日

■
美
瑛
選
果
取
締
役
会
・
株
主
総
会	

28
日

■
上
川
中
央
農
業
共
済
組
合
通
常
総
代
会	

30
日

５
月

■
日
本
農
業
新
聞
全
国
大
会	

10
日

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
北
海
道
緊
急
集
会
・
デ
モ
行
進	

16
日

■
新
農
業
人
激
励
の
集
い

■
自
治
監
査	

25
日

■
共
済
総
決
起
大
会	

29
日

６
月

■
企
画
会
議
／
第
２
回
理
事
会	

２
日

■
ト
マ
ト
選
果
施
設
竣
工
式

■
町
農
業
所
得
税
対
策
協
議
会
総
会	

４
日

■
上
川
地
区
監
事
協
議
会
総
会	

９
日

■
獣
魂
祭	

11
日

■
美
瑛
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
（
株
）
設
立	

12
日

■
ヘ
ル
シ
ー
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式	

14
日

■
上
川
地
区
米
麦
改
良
協
会
総
会	

19
日

■
上
川
地
区
組
合
長
会
総
会	

19
日

■
企
画
会
議
／
第
３
回
理
事
会

■
加
工
玉
ね
ぎ
貯
蔵
加
工
処
理
施
設
安
全
祈
願
祭	

22
日

■
固
定
資
産
現
地
確
認	

22
日

■
馬
鈴
し
ょ
生
産
者
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
イ	

24
日

■
ト
マ
ト
生
産
部
会
消
流
こ
ん
談
会	

24
日

■
Ｊ
Ａ
各
連
合
会
総
会	

24
日

■
美
し
い
村
連
合
世
界
大
会
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー	

26
日

2/23　美瑛牛乳を使用
したオリジナルパン
をローソンで販売

2/21　白銀の大地に地上絵

2/6　 JA 青年部で定期
総会・新部長に大
西智貴さん

2/9　 女性部定期総会で料理
研究家の横山アディナさん
による研修も

2/3　 フレッシュミセス会で定期総会、新
会長に栢木絵里さん

2/25　多彩な意見をＪＡ
事業に、第 60 回地区
懇談会

2/28　「食農学校・あした
天気にな～れ！」でピ
ザづくりなど楽しむ3/3 　第 54 回全国青年農業者会議のプロジェ

クト発表で只野達郎さんが全国最優秀
3/10　台風並みの低気圧・美瑛

町を襲う。ハウス納屋に被害
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７
月

■
美
瑛
消
防
訓
練
大
会	

１
日

■
Ｊ
Ａ
女
性
部
町
外
研
修	

２
日

■
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
運
営
協
議
会
及

　

同
施
設
安
全
操
業
祈
願
祭	

８
日

■
業
務
委
員
会	

８
日

■
上
川
地
区
酪
畜
・
畑
青
対
委
員
会	

８
日

■
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
夏
期
研
修
会	

８
日

■
組
織
活
動
交
流
会	

９
日

■
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
受
入
式	

13
日

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
開
校
式	

16
日

■
Ｊ
Ａ
道
大
会
組
織
討
議
資
料
説
明
会	

17
日

■
企
画
会
議	

22
日

■
加
工
玉
ね
ぎ
施
設
施
行
委
員
会	

23
日

■
第
４
回
理
事
会

■
美
瑛
神
社
祭
典
御
神
式	

25
日

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
中
央
要
請	

26
日

■
新
規
採
用
者
（
大
卒
）
面
接
試
験	

28
日

■
人
事
異
動
発
令	

31
日

８
月

■
上
半
期
決
算
棚
卸
立
会	

１
日

■
美
瑛
町
活
性
化
交
流
施
設
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー	

１
日

■
全
上
川
農
連
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
夏
期
研
修
会

■
自
治
監
査	

17
日

■
百
合
根
消
流
こ
ん
談
会	

20
日

■
ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り	

23
日

■
企
画
会
議
／
第
５
回
理
事
会	

24
日

９
月

■
農
業
委
員
会
総
会	

１
日

■
米
政
策
に
係
る
意
見
交
流
会	

７
日

■
酪
農
家
族
こ
ん
談
会	

11
日

■
美
瑛
町
開
拓
記
念
式
典	

15
日

■
平
成
２
７
年
産
米
所
前
初
検
査	

19
日

■
び
え
い
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド
開
会
式	

19
日

■
北
海
道
米
販
売
拡
大
委
員
会
／
ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
教
室	

26
日

■
農
協
の
改
革
に
係
る
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議	

29
日

■
企
画
会
議
／
第
６
回
理
事
会	

30
日

10
月

■
人
事
異
動
発
令	

１
日

3/19　多発する特殊詐欺被
害の未然防止に旭川東警
察署長から感謝状

3/22　ＴＰＰ国会決議を反
故にしない。札幌で緊急
集会

3 月　美瑛トマトの付加
価値づくりに選果ラ
インを新設

4/6　ＪＡの方向を決める
総代会で新理事・新監
事が承認されました。5/23　農業を身近に。町内児童と田植

え教室

5/21　新農業人 16
名に激励の集い

6/2　トマト選果施設竣工に。
全道屈指の産地をめざして

6/14　丘のまちびえいヘルシーマラソ
ンに 5 千 7 百人余がエントリー。Ｊ
Ａ若手職員も参加

7/8　今年も無事に穀類乾燥調製
貯蔵施設でおごそかに安全祈
願祭



7

第1104号　平成28年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

■
新
採
用
試
験
（
高
卒
）	

１
日

■
農
業
委
員
会
総
会	

１
日

■
秋
の
収
穫
感
謝
祭	

９
日

■
Ｊ
Ａ
全
国
大
会	

15
日

■
甜
菜
原
料
対
策
研
修
会	

16
日

■
農
業
労
務
対
策
修
了
式	

23
日

■
避
難
訓
練
（
本
所
）	

28
日

■
企
画
会
議	

29
日

■
第
７
回
理
事
会
／
加
工
玉
ね
ぎ
修
祓
式	

30
日

11
月

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
中
央
要
請	

４
日

■
加
工
玉
ね
ぎ
処
理
加
工
施
設
稼
働	

５
日

■
美
瑛
カ
レ
ー
う
ど
ん
誕
生
１
０
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー	

７
日

■
年
金
友
の
会
道
外
研
修
（
北
陸
）	

10
日

■
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会	

11
日

■
加
工
玉
ね
ぎ
貯
蔵
加
工
処
理
施
設
完
成
施
設
見
学
会	

12
日

■
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会	

13
日

■
東
京
び
え
い
会
総
会	

14
日

■
自
治
監
査	

16
日

■
学
校
給
食
米
・
パ
ン
贈
呈
式	

16
日

■
森
林
組
合
木
材
加
工
流
通
施
設
竣
工
式	

16
日

■
自
治
監
査	

17
日

■
農
協
法
公
布
記
念
事
業	

19
日

■
二
股
地
区
１
０
０
周
年
記
念
式
典	

28
日

■
企
画
会
議
／
第
８
回
理
事
会	

30
日

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会	

30
日

■
一
日
ホ
ク
レ
ン	

30
日

12
月

■
農
業
委
員
会
総
会	

１
日

■
集
落
代
表
者
研
修
会	

１
日

■
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
事
来
町	

３
日

■
Ｊ
Ａ
び
え
い
同
志
会	

８
日

■
麦
作
生
産
部
会
合
同
会
議	

14
日

■
と
ま
と
育
苗
施
設
引
越
し	

15
日

■
馬
鈴
薯
生
産
部
会
評
議
員
研
修
会	

15
日

■
業
務
委
員
会	

18
日

■
総
務
委
員
会	

23
日

■
甜
菜
受
入
報
告
会	

24
日

■
美
瑛
町
へ
鏡
も
ち
謹
呈
式	

28
日

■
企
画
会
議
／
第
９
回
理
事
会

7/9　笑いを誘う組織活動交
流会でのアトラクション

7/16　美瑛農業をしっかり学ん
でください。広島県の高校生
がインターンシップ

7/2　女性部町外研修で
「キャッツ」を観劇

7/8　フレッシュミセス会で夏期研修。
オリジナルのジャムに舌つづみ

6/25　ＪＡも全面協力。
美しい村連合世界大会

8/22　丘のまちのどかんと農
業まつりに約 3 万人

9 月　美瑛米の付加価値づくりさら
に。精米設備を増設

11/5　戦略品目“加工玉ねぎ処理加
工施設”稼働に

11/19　農協法公布を記念し
て一日一斉皆訪問（福富
瑛進地区にて）
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情
報
・
技
術
の
交
流
で

　

仲
間
づ
く
り
の
輪
を

　

活
動
体
験
は

　
　

貴
重
な
経
験
に

年
頭
の　
　

ご
あ
い
さ
つ

青年部長

大西　智貴
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
を
振
り
返
る
と
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大

筋
合
意
」「
農
協
改
革
」
と
農
業
に
と
っ
て
二

つ
の
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
青
年
部
長

と
し
て
、
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
集
会
や
、
改
革
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
の
協
議
会
の
場
に
参
加
す
る
機
会
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。
接
点
の
無
か
っ
た
人
の
話

を
聞
く
良
い
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
私
個

人
に
と
っ
て
多
く
の
「
気
づ
き
の
場
」
に
恵
ま

れ
た
一
年
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

昨
春
、
青
年
部
長
に
な
っ
て
す
ぐ
に
反
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
市
民
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
講
演
や
参

加
し
た
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
メ
デ
ィ
ア

の
議
論
や
報
道
が
農
業
分
野
に
偏
っ
て
い
る
こ

と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

等
で
流
さ
れ
て
い
た
「
農
家
の
内
輪
ネ
タ
」
感

満
載
の
情
報
だ
け
で
は
不
十
分
だ
っ
た
と
気
付

い
た
時
の
、
だ
ま
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
と
危

機
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

農
協
改
革
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
ま
ず
自

分
自
身
、「
農
協
が
ど
う
い
う
組
織
な
の
か
」

の
理
解
が
浅
く
、「
改
革
」
と
言
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
で
し
た
。
人
知
れ
ず
、

す
ご
く
恥
ず
か
し
か
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
な
情
報
は
自
ら
入
手
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
知
る
良
い
機
会
で
し
た
。

　

青
年
部
と
し
て
は
、
美
瑛
小
５
年
生
と
の
食

育
事
業
、
春
期
と
冬
期
の
研
修
会
、
視
察
研
修
、

運
動
会
（
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
）、収
穫
祭
と
い
っ

た
既
存
の
事
業
に
プ
ラ
ス
し
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
セ
ス
会
と
農
協
職
員
青
婦
部
と
合
同
で
組
織

未
加
入
者
と
の
交
流
を
狙
い
と
し
て
「
ふ
れ
あ

い
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
農
家
子
息
の

方
は
も
と
よ
り
、
町
外
か
ら
の
新
規
就
農
者
の

方
に
も
青
年
部
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

情
報
や
技
術
の
共
有
、
美
瑛
に
溶
け
込
ん
で
も

ら
う
と
こ
ろ
や
仲
間
づ
く
り
で
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
青
年

部
ら
し
い
組
織
活
動
の
実
践
と
地
域
貢
献
を
実

践
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に

は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
お
願
い
申
し
上
げ
、
ま
た
、

新
年
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

女性部長

大滝　律子
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
順
調
な
融
雪
と

好
天
に
よ
り
、
近
年
で
は
稀
に
み
る
爽
や
か
な

春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も

大
き
な
天
候
の
崩
れ
も
な
く
、
作
業
面
で
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

毎
年
の
猛
暑
も
な
く
、
作
物
に
あ
っ
た
天
候
で

小
麦
、
豆
類
な
ど
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
秋
の
終
わ
り
頃
は
少
し
長
雨
と

雪
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
収
穫
で
き
た

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
昨
年
の
女
性
部
活
動
を
通
じ
て
、
様
々

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
７
月
の

町
外
研
修
で
は
、
劇
団
四
季
札
幌
公
演
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
観
劇
を
前
年
に
引
き
続
き
実
践
し
て
、

た
く
さ
ん
の
部
員
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
も
今
回
初
め
て
参
加
し
て
、
お

ど
ろ
き
と
、
劇
団
の
皆
様
の
し
な
や
か
な
踊
り
、

歌
声
に
圧
倒
さ
れ
、
感
激
し
て
幸
せ
な
時
間
を

す
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
末
に
東
神
楽
で
開
催
さ
れ
た
上
川
管
内

女
性
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
で
は
、
神
楽
寺
の
住

職
、
加
藤
昭
治
様
の
『
今
、
い
か
に
生
き
る
か
』

と
題
し
た
と
っ
て
も
た
め
に
な
る
お
話
し
を
聞

け
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
作
成
と
、
他
Ｊ
Ａ
女
性
部
と
の
交
流
も
あ

り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

11
月
の
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
大
会
・
家
の
光
大

会
で
も
様
々
な
お
話
し
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

家
の
光
記
事
活
用
体
験
の
発
表
で
は
、
酪
農
の

大
変
さ
の
中
で
も
家
の
光
を
活
用
し
て
い
る
と

い
う
発
表
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
は

「
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
に
期
待
す
る
も
の
」「
み
ん
な

で
支
え
る
在
宅
介
護
」
と
い
う
内
容
で
、
こ
れ

か
ら
介
護
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
自
分
に
と
っ
て

の
勉
強
に
な
る
２
日
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
に
も
出
席
し
て
、

恵
ま
れ
た
北
海
道
の
農
業
を
守
っ
て
、
若
い
担

い
手
に
託
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

食
育
事
業
で
も
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
、
小

今
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
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活
動
で
創
る

　
　

新
し
い
風

フレッシュミセス会会長
栢木　絵理　

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
推
察
し
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
、
役
員
、
部
員
、
事
務
局
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
一
昨
年
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
に
入
会

し
た
ば
か
り
の
新
米
で
、
昨
年
会
長
と
い
う
大

役
を
受
け
た
も
の
の
は
じ
め
は
右
も
左
も
わ
か

ら
ず
、
大
変
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
。
農
業
の

経
験
も
浅
く
、
無
知
な
私
が
、
会
員
の
方
々
の

役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
か
、
迷
惑
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
や
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
通
し
、
大

変
成
長
で
き
た
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
食
育
事
業
で
は
、
町
内
の
小
学
生
と
一

緒
に
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

顔
や
服
を
泥
だ
ら
け
に
し
な
が
ら
植
え
た
稲
が
、

お
米
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
勉

強
が
で
き
る
事
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
で
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
お
米
で
調
理
し

た
「
お
に
ぎ
ら
ず
」
そ
し
て
美
瑛
産
の
食
材
で

作
っ
た
「
豚
汁
」
を
「
お
い
し
い
」
と
言
い
な

が
ら
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
を
見
て
、
改
め
て
食
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

年
々
、
会
員
の
数
が
減
り
つ
つ
あ
る
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
セ
ス
会
で
す
が
、
地
域
の
人
達
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
自
分
た
ち
で
新
し
い
風

を
起
こ
す
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
町
の
活
性
化
に

繋
が
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
会
員

の
皆
さ
ま
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
役
員
会
、
行
事
な
ど
で
家
を
空

け
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、
快
く
送
り
出
し

て
く
れ
た
家
族
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
さ
れ
た
任
期
を

役
員
一
同
、
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
つ
つ
務

め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
な
手
に
包
丁
を
持
っ
て
具
材
を
切
っ
て
く
れ

て
、
出
来
上
が
っ
た
豚
汁
・
お
に
ぎ
ら
ず
を
満

面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。

　

残
り
わ
ず
か
な
任
期
で
、
あ
と
少
し
と
な
っ

た
女
性
部
の
活
動
を
無
事
終
え
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
役
員
一
同
、
一
生
懸
命
勤
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
青
年
部
さ
ん
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
セ
ス
会
さ
ん
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
康
と

今
年
も
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

組織活動の
この一年

女性部パン作り

フレッシュミセス会

ステンドグラス作り

青年部食育事業

青年部・フレッシュミセス会

合同ミニバレー大会

青年部・フレッシュミセス会ふれあい交流会
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代
か
ら
水
田
と
畑
作
、
羊
を
数
頭
飼
い
５

～
10
ｈ
ａ
の
耕
作
で
農
業
の
取
組
み
が
始

ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
昭
和
40
年
ご

ろ
国
の
政
策
で
水
田
に
転
換
す
る
も
、
傾

斜
地
で
の
水
田
耕
作
は
苦
労
が
多
か
っ
た

よ
う
で
作
柄
は
良
く
な
く
、
減
反
の
あ
お

り
も
あ
り
、
再
び
畑
作
に
変
わ
っ
た
と
聞

き
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
時
に
造
ら
れ
た

用
水
路
が
新
星
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お

異
国
の
経
験

　
多
彩
な
人
生
観
に

　

私
は
新
星
地
区
で
後
継
者
に
な
り
８
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
経
営
規
模
は

32
ｈ
ａ
で
畑
作
。
春
小
麦
、
秋
小
麦
、
ビ
ー

ト
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
豆
、
ア
ス
パ
ラ
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
ア
ス
パ
ラ
以
外
は
機

械
に
よ
る
作
業
を
主
と
し
、
日
々
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
技
術
、
知
識
へ
の
探
求
心
、

そ
し
て
観
察
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
こ
の
地
区
に
入
植
し
た
祖
父
の

り
、
各
畑
の
す
ぐ
近
く
で
水
の
調
達
が
出

来
る
ほ
か
、
暑
い
夏
は
流
れ
る
水
の
音
で

癒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
47
年

に
近
隣
の
農
家
同
士
で
新
星
第
５
機
械
利

用
組
合
を
設
立
し
、
５
年
後
に
独
立
。
以

前
は
南
瓜
や
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ブ
、
大
根
と

み
つ
葉
の
種
な
ど
も
栽
培
し
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
現
在
は
畑
作
経
営
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
高
校
を
卒
業
後
、
縁
あ
っ
て
米
国

で
農
業
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
て

頂
き
２
年
間
現
地
で
研
修
を
し
て
き
ま
し

た
。
広
大

な
大
地
と

大
型
の
機

械
、
夏
に
一
切
雨
の
降
ら
な
い
砂
漠
地
帯

で
の
農
業
は
日
本
と
の
違
い
を
大
い
に
感

じ
ま
し
た
。
中
で
も
文
化
、
習
慣
、
そ
し

て
言
葉
の
通
じ
な
い
環
境
に
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
も
多
く
、
辛
い
日
々
が
大
半

で
し
た
。
そ
の
時
に
助
け
て
く
れ
た
研
修

仲
間
、
気
に
か
け
て
く
れ
た
ボ
ス
や
メ
キ

シ
カ
ン
、
そ
し
て
両
親
の
支
え
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
親
切
に
し
て
く
れ
た
こ
と
や
、

異
国
で
の
様
々
な
経
験
は
そ
の
後
自
分
の

人
生
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
帰
国
後

の
物
の
見
方
や
考
え
方
、
人
生
観
が
多
種

に
な
り
ま
し
た
。
偏
っ
た
見
方
で
結
論
づ

け
る
の
を
辞
め
、「
何
事
も
ま
ず
は
受
け
入

れ
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。」
そ
う
心
掛
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
年
々
人
と
の
繋
が
り
の
大
事

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
帰
国
直
後
は
生
意

気
に
な
ん
で
も
出
来
る
と
思
い
こ
み
、「
青

年
部
な
ん
て
、
地
域
な
ん
て
」
と
な
い
が

し
ろ
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
色

ん
な
機
会

や
場
を

通
し
て

多
く
の
方
に
出
会
っ
て
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
地
域
に
助
け
ら
れ
、
仲
間
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
幸
せ
な
ん
だ

と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
日
々
の
努
力
も

必
要
で
す
が
、
独
り
よ
が
り
に
な
ら
ず
助

け
合
い
、
多
く
の
人
の
意
見
や
考
え
を
聞

き
、
い
か
に
取
り
入
れ
る
か
、
繋
が
り
で

得
た
情
報
交
換
の
場
や
交
流
は
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

明日
を

担う
美瑛町新星第 5

大
おお

波
なみ

　太
た

郎
ろう

 さん

地
域
の
交
流
を
大
切
に
し
て
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私
は
冬
の
間
、
近
く
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
て
町
内
を
写
真
ツ

ア
ー
で
周
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
観
光
客

を
相
手
に
す
る
こ
と
が
年
々
増
え
、
対
応

の
仕
方
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。
感
じ

る
の
は
英
語
、
又
は
中
国
語
、
あ
る
い
は

ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
第
二
の
言
語
を
話
せ
る
、

話
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
性
で
す
。

ツ
ア
ー
中
、
私
が
農
家
だ
と
伝
え
る
と
多

く
の
人
が
農
業
に
興
味
を
持
ち
た
く
さ
ん

の
質
問
を
し
て
き
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
土

地
の
事
や
作
物
、
気
候
な
ど
を
尋
ね
ら
れ

ま
す
が
、
日
本
語
の
ゴ
リ
押
し
で
は
伝
え

た
い
こ
と
も
伝
え
き
れ
ま
せ
ん
。
辞
書
な

ど
を
駆
使
し
て
な
ん
と
か
伝
え
、
理
解
し

て
も
ら
え
た
時
は
嬉
し
い
で
す
し
、
同
時

に
美
瑛
を
知
ろ
う
と
し
て
い
る
心
も
嬉
し

く
感
じ
ま
す
。
畑
に
入
っ
て
は
い
け
な
い

と
伝
え
た
り
、
入
っ
た
人
を
注
意
し
た
り
、

そ
し
て
ど
う
し
て
駄
目
な
の
か
を
伝
え
る

た
め
に
も
こ
の
先
外
国
語
は
ど
ん
ど
ん
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、

進
入
禁
止
の
理
解
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
く
こ
と
も
私
の
課
題
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
至
り
、
私
た
ち
の

生
活
そ
の
も
の
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
は

大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国
内
が
こ
れ

か
ら
ど
う
変
わ
る
か
国
会
の
議
論
を
注
視

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
も
し
か
し

て
プ
ラ
ス
の
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、

や
り
易
い
共
通
ル
ー
ル
で
海
外
と
繋
が
れ

る
か
も
し
れ
な
い
、
ど
う
取
り
入
れ
活
か

せ
ら
れ
る
か
、
そ
の
方
法
を
探
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

案
内
し
た
外
国
人
に
感
謝
の
言
葉
と
と

も
に
「
夏
に
は
あ
な
た
の
農
場
に
行
き
た

い
」
と
言
わ
れ
る
と
す
ご
く
嬉
し
く
、
不

思
議
と
彼
ら
の
国
に
興
味
が
沸
き
、
い
つ

か
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
関
税
が
撤
廃
さ
れ
て
、
安

い
外
国
産
農
畜
産
物
が
入
っ
て
く
る
前
に
、

大
事
な
の
は
先
ず
日
本
以
外
の
国
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
11
カ
国
）
を
も
っ
と
知
る
こ
と
で

す
。
理
由
は
「
本
場
の
料
理
を
食
べ
て
み

た
い
、
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
し
に
行

き
た
い
、
爽
や
か
な
空
気
に
癒
さ
れ
た
い
」

な
ど
、
き
っ
か
け
が
な
ん
で
あ
れ
外
国
を
考

え
る
良
い
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
お
世
話
に
な
っ
た
研
修
先
、
思

い
出
の
あ
る
人
々
や
国
に
い
ず
れ
の
負
の
感

情
な
ん
て
持
ち
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ジ
ア

の
人
た
ち
は
元
気
が
あ
り
ま
す
。
交
流
を
持

ち
繋
が
れ
ば
も
っ
と
美
瑛
を
知
っ
て
も
ら
え
、

何
か
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
そ
こ
か
ら
良
い
循
環
が
起
こ
れ
ば
最

高
で
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会

で
は
組
織
の
輪
を
広
げ
る
「
ふ
れ
あ
い
交

流
会
」
を
12
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
部
会
員
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
、
地
域
の
交
流
を
広
げ
よ
う
と

今
年
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
や
組
織
未
加
入

者
を
含
む
88
名
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
も
集
ま
り
楽
し
い
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

交
流
会
で
は
町
内
外
の
お
い
し
い
料
理

や
デ
ザ
ー
ト
な
ど
が
準
備
さ
れ
、
余
興
で

は
マ
シ
ュ
マ
ロ
と
パ
ス
タ
で
作
っ
た
高
さ

を
競
う
ゲ
ー
ム
や
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

大
西
青
年
部
長
は
「
こ
の
よ
う
な
活
動

を
通
し
組
織
活
動
参
加
の
き
っ
か
け
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
・
・
・
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

大きく広がれ
組織の輪
～ふれあい交流会～

豪華な料理とデザートたち
景品抽選会

子ども抽選会

マシュマロパスタゲーム
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融
雪
は
順
調
で
し
た
が
、
６
月
、
７
月
、

及
び
８
月
中
盤
以
降
の
低
温
日
照
不
足
に

よ
り
、
気
象
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

不
稔
や
青
米
の
混
入
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
て
は
「
出
穂
開
花
期
」
の
天
候

に
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

収
量
は
、
千
粒
重
低
下
（
7
月
の
低
温

の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
）
と
茎
数
不
足
な

ど
で
26
年
並
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
歩
留

ま
り
は
高
く
お
お
む
ね
平
年
並
は
確
保
で

き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
年
を
振
り
か
え
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　

育
苗
～
移
植

  

融
雪
期
は
平
年
よ
り
12
日
早
い
３
月
30
日

と
な
り
ま
し
た
。
５
月
10
日
ま
で
雨
が
少

な
く
乾
土
効
果
の
発
揮
さ
れ
た
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

耕
起
盛
期
は
、
平
年
よ
り
５
日
早
い
４

月
29
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
芽
迄
日
数
は
、
７
日
と
平
年
並
、
催

芽
状
態
も
良
か
っ
た
た
め
出
芽
揃
は
、
並

～
良
い
傾
向
で
し
た
。

　

４
月
５
半
旬
～
５
月
１
半
旬
の
高
温
多

照
に
よ
り
５
月
15
日
現
在
で
は
平
年
よ
り

３
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
草
丈
は
長
く
、

葉
数
は
進
み
ま
し
た
が
、
そ
の
後
５
月
22

日
ま
で
低
日
照
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
葉

数
は
進
み
過
ぎ
る
こ
と
な
く
移
植
時
葉
数

は
ほ
ぼ
適
正
で
し
た
。

　

移
植
始
は
平
年
よ
り
３
日
早
い
５
月
16

日
、
移
植
期
は
３
日
早
い
５
月
20
日
、
移

植
終
は
１
日
早
い
５
月
26
日
と
な
り
ま
し

た
。

 

２　

本
田
初
期
の
生
育 

  

移
植
後
の
高
温
多
照
（
特
に
５
月
23
日
～

６
月
１
日
）
に
よ
り
活
着
は
並
～
良
好
で
、

活
着
期
は
３
日
早
い
５
月
25
日
、
分
げ
つ

始
は
４
日
早
い
６
月
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
～
３
半
旬
は
気
温
日
照
共
に
低
下
し
、

生
育
は
遅
れ
、
６
月
15
日
現
在
で
は
遅
速

は
平
年
並
と
な
り
、
初
期
生
育
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

作
況
ほ
に
つ
い
て
は
苗
代
分
げ
つ
が
有

効
で
茎
数
は
平
年
対
比
１
０
９
％
と
な
り

ま
し
た
。

 

３　

幼
穂
形
成
期
以
降
の
生
育  

  

６
月
５
～
６
半
旬
も
気
温
日
照
共
に
低
く
、

幼
穂
形
成
期
は
１
日
遅
い
６
月
26
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

低
温
の
影
響
で
町
内
的
に
は
幼
穂
形
成

期
は
６
月
25
日
～
７
月
10
日
ま
で
ば
ら
つ

く
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
歴
期
間
の
６
月
６
半
旬
～
７
月
２
半

旬
は
気
温
日
照
共
に
低
く
（
平
均
気
温

１
５
・
３
℃
）
不
稔
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
以
降
で
述
べ
る
開
花
期
の

天
候
に
恵
ま
れ
影
響
は
回
避
で
き
ま
し
た
。

　

冷
害
危
険
期
の
２
半
旬
は
日
照
は
十
分

で
最
高
気
温
は
高
い
が
最
低
気
温
は
低
く

（
最
低
気
温
８
・
3
℃
）
生
育
の
早
い
ほ
場

の
親
穂
の
「
先
端
」
で
は
不
稔
が
発
生
し

ま
し
た
（
親
穂
の
み
で
不
稔
率
30
％
程
度
。

た
だ
し
、
株
全
体
で
は
10
％
以
下
）。

　

こ
の
間
日
照
は
あ
る
の
で
、「
20
㎝
の
深

水
」
が
で
き
れ
ば
水
で
保
温
さ
れ
不
稔
は

回
避
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

４　

出
穂
か
ら
成
熟
期
の
生
育

　

出
穂
期
は
４
日
遅
い
７
月
28
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

出
穂
開
花
期
の
７
月
６
半
旬
～
８
月
２

半
旬
は
、
日
照
は
や
や
不
足
す
る
も
の

の
気
温
は
平
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し

た
（
最
高
気
温
２
８
・
3
℃
、
最
低
気
温

１
８
・
３
℃
）。

　

こ
れ
に
よ
り
前
歴
期
間
の
低
温
の
影
響

は
回
避
さ
れ
、
稔
実
歩
合
は
平
年
並
と
な

り
ま
し
た
。
開
花
も
一
斉
に
揃
い
ま
し
た
。

　

一
転
し
て
登
熟
中
盤
の
４
～
６
半
旬
は

気
温
日
照
共
に
平
年
を
下
回
り
、
登
熟
後

半
の
９
月
１
～
３
半
旬
も
気
温
は
低
め
に

推
移
し
ま
し
た
。
成
熟
期
は
平
年
の
７
日

遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
始
は
平
年
よ
り
５
日
遅
い
９
月
17

日
、
収
穫
期
は
９
月
19
日
（
平
年
７
日
遅
）、

収
穫
終
は
10
月
11
日
（
平
年
13
日
遅
）
と

な
り
ま
し
た
。
降
雨
の
影
響
で
収
穫
作
業

は
遅
れ
る
傾
向
で
し
た
。

５　

作
況
ほ
の
概
要
（
表
１
参
照
）

６ 

品
質

　

８
月
４
半
旬
以
降
、
気
温
は
平
年
を
下

回
り
26
年
と
似
た
気
象
経
過
を
た
ど
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
開
花
が
揃
っ
た
こ
と
で
、

平成27年の
営農を

ふりかえって

作
業
期
は
大
雪
地
区
、
生
育
期
節
は
大

雪
地
区
作
況
ほ
成
苗
な
な
つ
ぼ
し

表 1　大雪地区作況ほ収量構成要素及び決定要素

成苗ななつぼし 平成 27 年 平年 対比（％）

㎡当穂数（本） 667 600 111

一穂籾数（粒） 53.5 54.9 97

㎡当総籾数（粒） 35,685 32,960 108

稔実歩合（％） 97.4 94.2 103

㎡当稔実籾数（粒） 34,757 31,047 112

千粒量（ｇ） 22.3 23.2 96

精玄米重（kg/10a）
（篩い目 1.9mm） 692 647 107
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昨
年
の
よ
う
な
青
米
の
混
入
は
回
避
さ
れ

ま
し
た
。
た
だ
し
、
出
穂
が
遅
れ
た
ほ
場

で
は
遅
れ
穂
で
の
青
米
の
混
入
も
み
ら
れ

ま
し
た
。

　

低
タ
ン
パ
ク
米
の
出
荷
比
率
は
、「
な
な

つ
ぼ
し
」
26
％
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は
28
％

（
7.4
％
以
下
を
含
め
る
と
97
％
）
と
や
や
低

く
な
り
ま
し
た
。

　

27
年
は
全
道
的
に
タ
ン
パ
ク
が
高
い
傾

向
で
す
が
後
半
に
窒
素
が
効
い
た
可
能
性

が
高
い
で
す
。
す
な
わ
ち
、
６
月
１
半
旬

～
７
月
２
半
旬
ま
で
の
低
温
日
照
不
足
と

７
月
５
半
旬
～
８
月
３
半
旬
に
お
け
る
気

温
上
昇
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

７　

病
害
虫
・
生
理
障
害
の
発
生
状
況

⑴
い
も
ち
病

　

８
月
上
旬
、
穂
い
も
ち
病
の
初
発
が
町

内
の
複
数
箇
所
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
４
半
旬
以
降
が
低
温
で
経
過
し
広

が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　
　

　

27
年
は
６
月
中
旬
よ
り
７
月
末
ま
で
い

も
ち
病
の
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
と
な

り
ま
し
た
。

　

感
染
好
適
日
は
６
月
22
日
。
こ
の
１
週

間
後
に
初
発
が
確
認
さ
れ
る
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
近
隣
の
東
川
町
で
は
６
月
29
日
に

初
発
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

幸
い
美
瑛
町
に
お
い
て
は
、
常
発
ほ
場

は
育
苗
箱
施
用
剤
（
ル
ー
チ
ン
剤
）
や
水

面
施
用
剤
（
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
等
）
が
使
用

さ
れ
発
生
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
下
葉
か
ら
の
感
染
で
あ
る

た
め
薬
剤
の
残
効
が
切
れ
る
７
月
末
に
は

初
発
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
２
回
目
の
本
田
防
除
が
終
了

し
た
８
月
上
旬
、
穂
い
も
ち
病
に
移
行
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ル
ー
チ
ン
や
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
な
ど
の
予

防
剤
を
使
用
し
て
い
て
も
、
７
月
末
頃
に

は
い
も
ち
病
の
発
生
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
（
特
に
低
温
年
）。

　

基
幹
防
除
前
（
出
穂
期
前
）
ま
で
発
生

を
防
げ
れ
ば
、
そ
の
後
の
発
生
は
ほ
ぼ
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

　

高
温
の
影
響
で
、
成
虫
の
初
発
は
５
月

末
と
早
く
盛
ん
に
飛
び
込
み
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

　

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
は
低
温
年
に
被
害

が
大
き
く
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

融
雪
が
早
い
た
め
成
虫
の
発
生
が
早
く

多
い
傾
向
に
加
え
、
６
月
～
７
月
が
低
温

で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
発
生
が
だ
ら
つ
き

無
防
除
ほ
場
に
お
い
て
は
６
月
３
半
旬
頃

か
ら
、
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
等
の
育
苗
箱
施
用

剤
を
使
用
し
て
い
る
ほ
場
に
お
い
て
は
、

７
月
１
半
旬
か
ら
食
害
が
目
立
ち
、
追
加

防
除
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
一
部
地
区
で

は
被
害
の
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
の
効
果
が
低
下

し
て
い
る
地
区
で
は
、
系
統
の
異
な
る
薬

剤
と
し
て
、「
バ
ス
顆
粒
水
和
剤
（
新
剤
）」

が
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
ウ
ン
カ
類
に
効

果
が
な
い
た
め
、
縞
葉
枯
病
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
場
合
は
、
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
顆
粒

水
和
剤
の
混
用
を
検
討
し
ま
す
。

　

防
除
薬
剤
の
育
苗
箱
施
用
は
登
録
量
を

下
回
る
薬
量
を
施
用
す
る
と
、
当
年
の
効

果
不
足
に
つ
な
が
り
、
薬
剤
感
受
性
の
低

下
を
招
き
ま
す
。
規
定
の
薬
量
施
用
を
遵

守
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ
ド
リ
カ
ス
ミ
カ
メ

　

カ
メ
ム
シ
に
よ
る
斑
点
米
被
害
の
多
少

は
、
イ
ネ
の
割
籾
率
、
カ
メ
ム
シ
の
発
生
量
、

防
除
の
時
期
で
決
ま
り
ま
す
。

　

７
月
が
低
温
で
経
過
し
た
た
め
に
、
割

籾
率
は
高
い
傾
向
で
し
た
が
、
カ
メ
ム
シ

の
発
生
量
は
８
月
３
半
旬
ま
で
の
巡
回
調

査
に
お
い
て
も
、
田
及
び
畦
畔
と
も
す
く

い
取
り
頭
数
は
少
な
い
状
況
で
し
た
。
適

期
に
防
除
さ
れ
、
被
害
は
み
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

８　

稲
作
経
営
の
基
盤
強
化
に
向
け
て

⑴
個
人
で
で
き
る
こ
と

・
排
水
対
策
と
土
作
り
は
ど
の
作
物
に
お

い
て
も
営
農
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。
溝

切
り
や
心
土
破
砕
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

排
水
対
策
は
暗
渠
の
負
荷
を
軽
減
し
長

寿
命
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
融
雪
材
（
ケ
イ
酸
資
材
等
）
を
散
布
し
乾

田
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
低
米
価
に
あ
っ
て
も
ケ
イ
酸
散
布
は
必
ず

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

・
施
肥
は
、
土
壌
診
断
等
を
活
用
し
、
低
コ

ス
ト
な
銘
柄
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

・
冷
害
危
険
期
に
深
水
管
理
を
行
え
る
よ
う

に
、
畦
畔
の
補
修
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

・
価
格
の
高
い
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は
安
定
的

に
つ
く
り
こ
な
し
ま
し
ょ
う
。

・
作
業
機
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
十
分
行
い
耐

用
年
数
を
延
ば
す
よ
う
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。

⑵
地
域
全
体
で
考
え
る
こ
と

・
米
の
消
費
減
（
国
内
で
は
年
間
８
万
ト
ン

減
）
が
進
む
な
か
、
こ
れ
以
上
の
米
価

上
昇
は
望
め
ま
せ
ん
。

・
各
府
県
で
新
品
種
開
発
が
進
む
な
か
、
平

成
30
年
の
生
産
調
整
廃
止
後
は
国
内
に

お
け
る
産
地
間
競
争
も
激
化
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
で
は
、
輸
入
米
と
同
量
の
米

を
備
蓄
米
と
し
て
市
場
か
ら
隔
離
す
る

と
は
い
え
、
そ
の
後
の
影
響
は
誰
に
も

予
測
で
き
ま
せ
ん
。

・
一
方
、
一
戸
あ
た
り
の
水
稲
面
積
が
小
さ

い
美
瑛
町
で
は
、
施
設
や
機
械
は
過
剰
投

資
に
な
り
が
ち
で
す
（
一
戸
あ
た
り
適
正

規
模
は
10
～
15
ｈ
ａ
。
こ
れ
以
上
は
再
投

資
が
必
要
と
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
）

・
今
後
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
っ
て

規
模
拡
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
施
設
・

機
械
に
お
い
て
は
再
投
資
が
必
要
と
な

る
規
模
ま
で
活
用
し
、
コ
ス
ト
を
下
げ
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る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
コ
ン
バ
イ
ン
等
機
械
の
更
新
で
は
、
積
極

的
に
共
同
利
用
等
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

標
高
差
の
あ
る
美
瑛
町
で
は
、
作
業
機

の
地
区
間
調
整
が
可
能
で
す
。

・
美
瑛
町
は
全
国
的
に
も
地
名
度
の
高
い
町

で
す
。
水
稲
面
積
が
小
さ
い
か
ら
こ
そ

丁
寧
な
米
作
り
が
可
能
で
す
。
今
後
も

ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
す
と
と
も
に
、
付

加
価
値
を
付
け
た
米
作
り
（
農
薬
節
減

な
ど
）
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
産
者
自
ら
が
美
瑛
農
業
の
魅
力
を
再
確

認
す
る
と
と
も
に
、
都
市
部
と
の
交
流

を
深
め
さ
ら
な
る
美
瑛
米
の
フ
ァ
ン
を

増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

美
瑛
町
は
、
水
稲
の
み
の
経
営
、
水
稲

と
ト
マ
ト
、
水
稲
と
畑
作
な
ど
地
区
に
よ
っ

て
経
営
タ
イ
プ
や
面
積
は
異
な
り
そ
の
抱

え
る
課
題
は
様
々
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
「
個
人
」
で
で
き
る
こ
と
、

「
地
域
全
体
」
で
取
り
組
め
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
と
生
産
調
整
廃
止
ま
で
あ

と
２
年
。

　

美
瑛
米
の
方
向
性
を
見
定
め
強
み
を
活

か
す
と
共
に
、
稲
作
経
営
の
基
盤
強
化
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

１　

秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）

⑴
越
冬
前
の
生
育

  

「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
は
種
期
は
９
月
16

日
と
平
年
よ
り
３
日
早
く
な
り
ま
し
た
が
、

「
き
た
ほ
な
み
」
は
９
月
24
日
と
３
日
遅
く

な
り
ま
し
た
。
出
芽
後
、
気
温
が
低
く
経

過
し
た
た
め
、
生
育
は
停
滞
し
、
越
冬
前

の
草
丈
、
葉
数
、
茎
数
は
平
年
を
下
回
り

ま
し
た
。

⑵
越
冬
後
の
生
育

  

融
雪
期
が
早
ま
っ
た
た
め
、
起
生
期
も

早
ま
り
4
月
12
日
と
９
日
早
ま
り
ま
し
た
。

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
、
高

温
で
経
過
し
ま
し
た
が
、
雨
の
少
な
い
乾

燥
条
件
と
な
っ
た
た
め
、
幼
穂
形
成
期
は

５
月
５
日
と
生
育
は
や
や
停
滞
し
ま
し
た
。

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
高
温

に
推
移
し
、
出
穂
期
は
６
月
４
日
と
６
日

早
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
６
月
下
旬
か
ら
７

月
上
旬
に
冷
涼
な
気
候
で
推
移
し
た
た
め
、

生
育
は
大
幅
に
遅
れ
、
成
熟
期
は
平
年
よ

り
２
日
遅
い
７
月
22
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
赤
さ
び
病
、
赤
か
び
病
の
発

生
は
少
な
く
、
う

ど
ん
こ
病
は
平
年

よ
り
多
く
な
り
ま

し
た
が
、
収
量
に

大
き
な
影
響
は
与

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑶
作
柄
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
要
因

  

追
肥
効
果
が
発

揮
さ
れ
穂
数
の
増

加
が
見
ら
れ
た
こ

と
、
登
熟
期
間
が

48
日
間
と
平
年
よ

り
も
８
日
長
く
な

り
、
乳
熟
期
か
ら

成
熟
期
の
気
温
の

日
較
差
（
最
高
気

温
－
最
低
気
温
）

が
大
き
く
な
っ

た
た
め
千
粒
重

が
重
く
な
っ
た

こ
と
で
、
平
年

を
大
き
く
上
回

る
収
量
と
な
り

ま
し
た
。
し
か

し
、
７
月
に
入

り
、
降
雨
毎
に

倒
伏
が
増
加
し
、

歩
留
ま
り
低
下

を
招
い
た
ほ
場

も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
収
穫
時
期
は
高
温

に
も
経
過
し
た
た
め
、
穂
発
芽
に
よ
る
品

質
低
下
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
27
年

度
は
紙
一
重
の
状
況
と
考
え
ま
す
。「
倒

伏
さ
せ
な
い
麦
づ
く
り
」
に
は
、
適
期
適

量
は
種
量
と
春
以
降
の
適
正
な
窒
素
量
で

計
画
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
２　

春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

　

27
年
は
融
雪
が
早
ま
っ
た
た
め
、
は
種

期
は
４
月
14
日
と
平
年
よ
り
８
日
早
ま
り

ま
し
た
。
は
種
後
、
高
温
・
少
雨
に
経
過

し
ま
し
た
が
、
出
芽
期
は
順
調
で
し
た
。

６
月
上
旬
が
や

や
低
温
と
な
っ

た
た
め
、
生
育

は
緩
慢
と
な
り

出
穂
期
は
６
月

18
日
と
早
４
日

と
な
り
ま
し

た
。
生
育
が
早

ま
っ
て
い
た
た

め
、
出
穂
期
ま

で
は
、
平
年
を

上
回
る
草
丈
、

稈
長
に
な
り
ま

し
た
（
最
終
的

に
は
平
年
並
の

稈
長
）。
茎
数
・

穂
数
は
、
分
げ

つ
が
順
調
に
進

み
、
平
年
よ

表 1　秋まき小麦の農作業期と生育期節

項目
農作業期 生育調節

登熟期間
は種期 収穫期 起生期 幼穂形成期 出穂期 成熟期

本年 9 月 24 日 7 月 28 日 4 月 12 日 5 月 5 日 6 月 4 日 7 月 22 日 48

平年 9 月 21 日 7 月 26 日 4 月 21 日 5 月 12 日 6 月 10 日 7 月 20 日 40

遅速 遅 3 日 遅 2 日 早 9 日 早 7 日 早 6 日 遅 2 日 +8 日間

表３　春まき小麦の生育期節・作業期節

項目
農作業期 生育調節

登熟期間
は種期 収穫期 起生期 幼穂形成期 出穂期 成熟期

本年 4 月 14 日 8 月 8 日 4 月 28 日 6 月 9 日 6 月 18 日 8 月 5 日 48

平年 4 月 22 日 8 月 7 日 5 月 5 日 6 月 13 日 6 月 22 日 8 月 3 日 42

遅速 早 8 日 遅 1 日 早 7 日 早 4 日 早 4 日 遅 2 日 +6 日間

表２　秋まき小麦の収量構成要素

項目 穂数
（本 /㎡）

1 穂粒数
（粒）

子実重
（kg/10a）

千粒重
（ｇ）

27 666 32 798 42.3

平年 591 30 656 38.6

平年比（％） 113 108 22 110
※ 1 穂粒数・千粒重は 2.3 ｍｍ篩い以上

畑   作
　

本
年
は
、
融
雪
期
が
3
月
30
日
と
平
年
の

4
月
11
日
よ
り
も
12
日
早
ま
り
、
春
作
業
は

比
較
的
順
調
に
経
過
し
ま
し
た
。
は
種
や
植

付
作
業
も
昨
年
同
様
、
ほ
場
の
砕
土
性
が
良

好
な
条
件
で
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し

か
し
、
６
月
の
低
温
・
曇
天
傾
向
は
、
生
育

の
ば
ら
つ
き
や
作
物
全
体
に
遅
れ
の
拡
大
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
低
温
多
湿
に
よ
る
ば
れ
い

し
ょ
の
一
部
品
種
に
疫
病
が
散
見
さ
れ
ま
し

た
が
、
相
対
的
に
は
病
害
の
発
生
が
少
な
い

年
次
で
、
秋
ま
き
小
麦
は
過
去
最
高
と
な
る

な
ど
平
年
作
以
上
の
収
量
を
確
保
し
ま
し
た
。

１
年
を
振
り
返
り
次
年
度
に
向
け
た
取
組
を

冬
期
間
中
に
ご
検
討
お
願
い
し
ま
す
。
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り
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
収
穫

は
40
㎜
を
超
え

る
突
発
的
な
雨

が
あ
り
ま
し
た

が
、雨
間
を
ぬ
っ

て
作
業
は
進
め

ら
れ
ま
し
た
が
、

収
穫
終
は
８
月

15
日
と
平
年
よ

り
３
日
遅
く
な

り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、

う
ど
ん
こ
病

の
発
生
が
平

年
よ
り
多
く

な
り
ま
し
た

が
、
防
除
の

実
施
に
よ
り

収
量
に
影
響

を
及
ぼ
す
発

生
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し

た
。

⑴
作
柄
に
影

響
を
及
ぼ
し

た
要
因

  

本
年
は
、

は
種
期
か
ら

成
熟
期
ま
で

の
生
育
日

数
が
長
く
、
積
算
気
温
も
高
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
穂
数
は
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

27
年
は
出
穂
期
か
ら
成
熟
期
ま
で
の
積
算

気
温
が
、
平
年
よ
り
高
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
千
粒
重
も
重
く
な
り
ま
し
た
。
穂
数
、

１
穂
粒
数
、
千
粒
重
と
も
に
平
年
を
上
回

り
、
収
量
は
平
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
過
去
７
年
間
で
、
27
年
の
収
量
は
、

高
収
量
年
に
区
分
さ
れ
ま
す
。 

雨
に
よ
る

倒
伏
が
少
な
け
れ
ば
、
千
粒
重
の
さ
ら
な

る
増
加
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
27
年

の
減
収
要
因
は
、
雨
に
よ
る｢

倒
伏｣

と

考
え
ら
れ
ま
す
。

３　

小
豆
（
き
た
の
お
と
め
）

　

５
月
中
旬
の
降
雨
に
よ
り
、
小
豆
の
は

種
作
業
は
遅
れ
、
は
種
期
は
平
年
よ
り
２

日
遅
い
５
月
26
日
と
な
り
ま
し
た
。
は
種

後
の
気
温
が
上
が
ら
ず
、
雨
も
続
い
た
こ

と
か
ら
、
出
芽

期
は
平
年
よ
り

３
日
遅
い
、
６

月
10
日
と
な
り

ま
し
た
。
６
月

下
旬
か
ら
７
月

上
旬
に
か
け
て
、

低
温
に
な
っ
た

た
め
遅
れ
が
拡

大
し
、
開
花
期

は
７
月
30
日
と

７
日
遅
れ
ま
し

た
。
登
熟
期
間

の
８
月
下
旬
か

ら
９
月
上
旬
に

か
け
て
も
低
温
で
推

移
し
た
た
め
、
成
熟

期
は
９
月
16
日
と
平

年
よ
り
９
日
遅
れ
と

な
り
ま
し
た
。
生
育

前
半
は
、
草
丈
、
葉

数
と
も
に
平
年
を
下

回
っ
て
い
ま
し
た
が
、

７
月
下
旬
か
ら
８
月

上
旬
の
高
温
に
よ
り
、

節
間
が
伸
び
、
そ
の

後
、
多
く
の
ほ
場
で

倒
伏
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

⑴
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

27
年
は
、
開
花
後
の
稔
実
莢
数
が
決
ま

る
期
間
の
積
算
気
温
が
平
年
よ
り
低
く
、

図
１

　
小

豆
の

草
丈

・
葉

数
の

推
移

莢
数
は
平
年
よ
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
着
花
時
の
天
候
が
良
好
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
一
莢
粒
数
は
、
平
年
よ
り

多
く
な
り
ま
し
た
。
開
花
か
ら
成
熟
に
か

け
て
の
登
熟
期
間
の
積
算
気
温
は
、
平
年

を
下
回
る
積
算
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
百

粒
重
は
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。
莢
数
、
百

粒
重
は
平
年
を
や
や
下
回
り
ま
し
た
が
、

一
莢
粒
数
が
平
年
を
上
回
っ
た
た
め
、
収

量
は
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。

４　

ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
）

　

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
、

気
温
の
高
い
日

が
続
き
、
植
付

期
は
平
年
よ
り

８
日
早
い
、
５

月
４
日
と
な
り

ま
し
た
。
萌
芽

期
は
、
植
付
期

が
早
か
っ
た
た

め
、
平
年
よ
り

５
日
早
い
、
５

月
27
日
と
な
り

ま
し
た
。
６
月

下
旬
か
ら
７
月

上
旬
に
か
け
て

低
温
と
な
り
、

開
花
期
・
茎
葉

黄
変
期
は
概
ね

平
年
並
と
な
り

ま
し
た
。
27
年

表８　ばれいしょの作業と生育期節

項目
農作業期 生育調節

収穫期
植付期 萌芽期 着蕾期 開花期 終花期 茎葉黄変期

本年 5 月 4 日 5 月 27 日 6 月 12 日 6 月 27 日 7 月 10 日 8 月 7 日 9 月 12 日

平年 5 月 12 日 6 月 1 日 6 月 15 日 6 月 28 日 7 月 13 日 8 月 7 日 9 月 18 日

遅速 早 8 日 早 5 日 早 3 日 早 1 日 早 3 日 ± 0 早 6 日

表６　小豆のは種期と生育期節

項目 は種期
生育調節

収穫期
出穂期 開花期 成熟期

本年 5 月 26 日 6 月 10 日 7 月 30 日 9 月 16 日 10 月 7 日

平年 5 月 24 日 6 月 7 日 7 月 23 日 9 月 7 日 10 月 2 日

遅速 遅 2 日 遅 3 日 遅 7 日 遅 9 日 遅 5 日

表７　小豆の収量構成要素

㎡当莢数 一莢内粒数 百粒重（ｇ） 子実重

本年 387 7.2 11.5 310

平年 440 6.0 12.2 278

平年比（％） 88 120 94 112

表４　春まき小麦の収量構成要素

項目 穂数
（本 /㎡）

1 穂粒数
（粒）

子実重
（kg/10a）

千粒重
（ｇ）

27 年 666 23.9 673 42.3

平年 562 21.7 501 39.9

平年比（％） 119 110 134 106
※ 1 穂粒数・千粒重は 2.3 ｍｍ篩い以上

表５　春まき小麦の生育日数と積算気温

項目

生育日数 積算気温（最高気温～最低気温）

出芽期
～

止葉期

止葉期
～

出穂期

出穂期
～

乳熟期

乳熟期
～

成熟期

出芽期
～

止葉期

止葉期
～

出穂期

出穂期
～

乳熟期

乳熟期
～

成熟期

27 年 42 9 25 23 610 113 309 220

平年 39 9 21 21 519 124 260 239

平年比（％） 108 100 119 110 118 91 119 92

図１　小豆の草丈・葉数の推移
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は
生
育
が
早
ま
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、

茎
長
が
平
年
よ
り
長

く
、
茎
数
も
早
め
に

確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
下
旬
以
降
の

低
温
・
日
照
不
足
も

あ
り
、
男
爵
で
７
月

中
旬
に
疫
病
の
初
発

が
見
ら
れ
、
茎
葉
で

の
発
病
が
少
な
か
っ
た
ほ
場
で
も
、
塊
茎

腐
敗
が
例
年
よ
り
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　

８
月
以
降
、
降
水
量
が
多
く
、
収
穫
に

苦
労
し
た
年
次
と
な
り
ま
し
た
。

⑴
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

27
年
は
塊
茎
形
成
期
（
着
蕾
～
開
花
）

の
６
月
下
旬
に
降
雨
が
あ
り
、
い
も
数
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
１
個
重
は
若
干
小
さ

く
な
り
ま
し
た
が
、
い
も
数
が
多
か
っ
た

た
め
収
量
は
高
め
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
７
月
下
旬
以
降
、
少
雨
の
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
収
穫
前
か
ら
土
壌
水
分
が

多
い
状
況
が
続
き
、
塊
茎
腐
敗
を
増
加
さ

せ
、
収
量
の
低
下
を
招
く
ほ
場
も
あ
り
ま

し
た
。

　

28
年
産
に
つ
い
て
は
、
気
象
の
経
過
に

注
意
し
、
疫
病
予
測
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用

し
た
初
期
防
除
の
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

５　

て
ん
さ
い

　

は
種
作
業
・
出

芽
と
も
順
調
で
平

年
並
と
な
り
ま
し

た
。
融
雪
期
が
早

く
、
ほ
場
条
件
が

良
好
な
中
で
移
植

作
業
が
進
め
ら

れ
、
移
植
期
は
平

年
よ
り
６
日
早

く
、
５
月
１
日
と

な
り
ま
し
た
。
強

風
と
少
雨
の
影
響

で
、
や
や
活
着
は
遅
れ
気
味
で
あ
り
ま
し

た
が
、
６
月
中
旬
ま
で
は
適
度
な
降
雨
も

あ
り
、
初
期
生
育
は
平
年
よ
り
早
い
生
育

と
な
り
ま
し
た
。
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上

旬
が
低
温
と
な
り
ま
し
た
が
生
育
は
概
ね

平
年
並
に
経
過
し
ま
し
た
。

　

褐
斑
病
の
発
生
は
少
な
く
、
収
量
に
影

響
を
与
え
る
病
害
虫
の
発
生
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

⑴
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

27
年
は
、
根
部
肥
大
に
影
響
す
る
６
月

上
旬
ま
で
の
気
温
は
冷
涼
に
推
移
し
ま
し

た
が
、
移
植
期
が
大
幅
に
、
早
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
根
部
肥
大
は
順
調
に
進
み
、
根

重
は
平
年
よ
り
１
１
４
％
多
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
秋
季
の
気
温
も
低
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
根
中
糖
分
は
平
年
よ
り

１
０
６
％
も
高
く
、
糖
量
は
１
２
０
％
と

平
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
２

カ
年
と
も
根
重
・
糖
量
と
も
高
く
な
り
ま

し
た
。
次
年
度
も
高
収
量
高
糖
分
に
向
け

て
、
春
先
の
ほ
場
の
乾
燥
化
を
進
め
る
た

め
融
雪
促
進
を
図
り
、
ほ
場
条
件
の
良
好

な
状
態
で
移
植
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

■
果
菜
類
■

１　

ト
マ
ト

　

①
促
成
・
半
促
成
作
型

　

促
成
・
半
促
成
作
型
で
は
、
４
月
下
旬

か
ら
５
月
上
旬
ま
で
の
好
天
に
よ
り
着
果
・

肥
大
は
順
調
で
共
選
は
例
年
よ
り
10
日
早

い
受
入
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
気
温

が
高
く
、
果
実
の
肥
大
が
急
速
に
進
み
、

土
壌
水
分
の
不
足
も
あ
り
尻
腐
れ
果
が
低

段
位
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

②
抑
制
作
型

　

５
月
21
日
以
降
の
定
植
と
な
る
抑
制
作

型
は
、
土
壌
水
分
が
少
な
い
状
況
で
の
定

植
と
な
り
ま
し
た
。
促
成
・
半
促
成
作
型

同
様
に
５
月
下
旬
の
高
温
に
よ
り
肥
大
が

進
み
、
低
段
位
で
尻
腐
れ
果
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　

③
病
害
虫

　

病
害
は
、
６
月
上
旬
か
ら
の
曇
天
と
降

雨
が
多
く
な
っ
た
７
月
下
旬
以
降
、
ハ
ウ

ス
内
の
多
湿
条
件
に
よ
り
灰
色
か
び
病
の

発
生
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
害
虫
は
、
ア

ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
が
６
月
中
旬
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
７
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

２
番
目
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

２　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
生
食
用
）

　

他
の
作
物
の
は
種
・
移
植
作
業
が
順
調

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
の
は
種
作
業
は
例
年
よ
り
も
早
く
（
５

月
中
旬
）
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
芽
は
順
調

で
し
た
が
６
月
の
低
温
と
曇
天
に
よ
り
、

生
育
の
遅
れ
が
拡
大
し
ま
し
た
。
７
月
中

旬
か
ら
気
温
が
高
く
推
移
し
ま
し
た
が
収

穫
は
平
年
よ
り
や
や
遅
れ
て
８
月
中
旬
よ

表 10　てんさいの生産実績

項目 根重
（kg/10a）

根中糖分
（％）

糖量
（kg/10a）

27 年 6,935 17.3 1,203

平年 6,103 16.4 1,002

平年比（％） 114 106 120
図 2　てんさいの葉数と根周の推移

野　菜
　

平
成
27
年
は
、
融
雪
は
早
ま
り
ま
し
た
が
、

５
月
末
ま
で
は
比
較
的
気
温
が
高
く
、
６
～

７
月
上
旬
ま
で
は
低
温
と
日
照
不
足
、
７
月

中
旬
以
降
は
、
高
温
傾
向
も
あ
り
ま
し
た
が

秋
の
多
湿
条
件
が
続
く
な
ど
、
農
作
物
の
管

理
に
苦
労
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

表９　ばれいしょのいも数と１個重

株当上いも数 上いも 1 個重

27 年 10.8 92

平年 9.2 96

平年比（％） 117 96
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り
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

細
身
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
や
や
劣
っ
た
感

が
あ
り
ま
す
が
、
相
対
的
に
は
先
端
不
稔

が
少
な
く
雌
穂
の
充
実
は
良
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

３　

さ
や
い
ん
げ
ん

　

他
作
物
の
作
業
が
順
調
に
進
ん
で
い
た

こ
と
も
あ
り
、
は
種
時
期
は
前
年
並
の
５

月
20
日
頃
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

出
芽
は
、
ば
ら
つ
き
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
６
月
の
低
温
、
曇
天
に

よ
り
、
生
育
の
遅
れ
が
拡
大
し
た
ほ
場
も

あ
り
ま
し
た
。
以
降
の
天
候
回
復
に
よ
り
、

収
穫
時
期
は
平
年
並
の
７
月
20
日
頃
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

病
害
虫
の
発
生
は
少
な
い
傾
向
で
し
た
が

莢
数
が
少
な
め
で
前
年
よ
り
も
や
や
低
収

と
な
り
ま
し
た
。

■
茎
葉
菜
類
■

１　

ゆ
り
ね

　

４
月
下
旬
か
ら
の
好
天
に
よ
り
生
育
は

順
調
に
経
過
し
ま
し
た
。
６
月
の
天
候
不

順
が
あ
っ
た
も
の
の
、
相
対
的
に
前
年
よ

り
玉
肥
大
は
順
調
に
経
過
し
ま
し
た
。

　

目
立
っ
た
病
害
虫
の
発
生
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
少
雨
に
よ
る
葉
先
枯
れ
が

一
部
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鱗
茎
さ

び
症
、
あ
ん
こ
症
は
少
な
い
状
況
で
し
た
。

２　

た
ま
ね
ぎ

  

融
雪
が
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
直
播
は

早
い
ほ
場
で
４
月
上
旬
に
は
種
が
始
ま
り

ま
す
。
移
植
は
５
月
上
旬
か
ら
ほ
場
条
件

が
良
好
な
中
で
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

直
播
は
比
較
的
順
調
に
出
芽
期
を
迎
え
ま

し
た
。
生
育
は
低
温
の
影
響
を
受
け
、
生

育
は
遅
れ
た
も
の
の
球
肥
大
は
良
好
で
し

た
。
倒
伏
期
は
移
植
で
８
月
上
旬
、
直
播

で
８
月
下
旬
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
は
、
移
植
で
９
月
上
旬
、
天
候
不

順
の
影
響
も
あ
り
、
直
播
は
10
月
上
旬
頃

か
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

病
害
虫
は
、
軟
腐
病
の
発
生
が
目
立
ち

ま
し
た
。

■
洋
菜
類
■

１　

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　

融
雪
後
、
４
～
５
月
の
好
天
に
よ
り
収

穫
は
平
年
並
か
ら
や
や
早
い
５
月
上
旬
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
５
月
中
旬
の
低
温
に

よ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ン
（
紫
色
化
）
や
強
風

の
影
響
に
よ
る
曲
が
り
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
収
穫
期
間
は
６
月
下
旬
ま

で
と
長
く
な
り
、
前
年
よ
り
収
穫
量
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

病
害
虫
は
、
収
穫
期
間
中
、
ジ
ュ
ウ
シ

ホ
シ
ク
ビ
ナ
ガ
ハ
ム
シ
の
食
害
が
散
見
さ

れ
ま
し
た
。
斑
点
病
は
平
年
並
の
発
生
と

な
り
ま
し
た
。

２　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

融
雪
が
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
定
植

時
期
は
例
年
よ
り
早
く
進
み
ま
し
た
。
５

月
中
旬
に
低
温
を
受
け
た
ほ
場
で
は
生
育

の
遅
れ
や
品
質
に
影
響
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
収
穫
を
迎
え

た
作
型
で
は
長
雨
に
よ
る
湿
害
の
影
響
と

花
蕾
腐
敗
病
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
９
月
収
穫
の
作
型
は
、
や
や
温
度

が
低
く
玉
肥
大
が
緩
慢
な
状
況
も
あ
り
ま

し
た
が
、
歩
留
ま
り
も
良
く
品
質
も
良
好

で
し
た
。

　

害
虫
は
前
年
か
ら
の
多
発
傾
向
に
あ
っ

た
ヨ
ト
ウ
ム
シ
・
ア
オ
ム
シ
の
発
生
量
は

少
な
い
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
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輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
融
雪
が
早
く
、
そ
の
後
も
好
天
が
続

き
春
作
業
は
順
調
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
収

穫
作
業
は
不
順
な
天
候
に
よ
り
思
っ
た
よ
う
に

作
業
が
進
め
ら
れ
ず
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
収
量
、
品
質
は
畑
作
物
全
般
に
高
く
、

特
に
秋
ま
き
小
麦
は
記
録
的
な
多
収
と
な
り
ま

し
た
。

　

水
稲
は
出
穂
直
前
ま
で
低
温
で
経
過
し
冷
害

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
穂
期
以
降
の
好
天

に
よ
り
脱
し
た
も
の
の
８
月
中
旬
か
ら
再
び
低

温
で
経
過
し
、
良
質
米
生
産
に
課
題
を
残
す
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

園
芸
部
門
及
び
畜
産
部
門
は
生
産
額
が
前
年

を
上
回
り
、
総
じ
て
生
産
者
の
努
力
が
報
わ
れ

た
一
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
10
月
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
を
受
け

て
12
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

牛
・
豚
肉
生
産
者
が
採
算
割
れ
し
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
、
農
業
保
護
を
掲
げ
て
お
り
ま
す

が
、
農
業
に
関
係
す
る
人
々
の
不
安
と
政
府
に

対
す
る
不
信
は
募
る
ば
か
り
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
あ
り
、
美
瑛
町
で
は
６
月
に

本年もよろしく
お願い致します

支所長	

　佐　藤　千代志
地域第一係長	

　外　山　直　樹
地域第二係長	

　伊與田　ま　や
指導主任	

　田　中　米　子
専門普及指導員	

　吉　田　純　子
専門普及指導員	

　岡　元　克　憲
専門普及指導員	

　新　井　菊　江
専門普及指導員	

　工　藤　淑　郎
調査員	

　遠　藤　成　典
普及職員	

　中　野　寛　之

ト
マ
ト
選
果
場
の
稼
働
に
加
え
美
瑛
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
ト
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
11
月
に
加
工
た
ま
ね
ぎ
貯
蔵
加
工
施

設
を
稼
働
さ
せ
る
な
ど
、
美
瑛
町
農
業
の
新
た

な
展
開
が
加
速
し
た
一
年
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
北
海
道
を
代
表
す
る
産
地
に
成
長

し
た
「
ト
マ
ト
」
を
更
に
発
展
さ
せ
る
と
と
も

に
、
国
と
道
が
推
し
進
め
る
「
六
次
産
業
化
」

を
加
工
た
ま
ね
ぎ
に
狙
い
を
定
め
た
攻
め
る
姿

勢
の
現
れ
と
感
じ
ま
す
。　

　

そ
の
一
方
で
、
守
る
べ
き
物
は
守
る
と
い
う

姿
勢
も
重
要
で
す
。
具
体
的
に
は
「
消
費
者
に

安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
美
味
し
い
農
畜
産

物
生
産
」
で
あ
り
、
丘
の
ま
ち
美
瑛
を
消
費
者

に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
る
商
品
づ
く
り
で
す
。

　

輸
入
さ
れ
る
農
畜
産
物
と
の
差
別
化
に
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
実
需
者
と
消
費
者
に
商
品
の
優

位
点
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
攻
め
と
守
り
に
連
動
し
な
が
ら
皆

さ
ん
の
身
近
な
普
及
セ
ン
タ
ー
を
心
が
け
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
き
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
念
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
致
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ

攻めと守りの調和を
上川農業改良普及センター　大雪支所

支所長　佐
さ

藤
とう

　千
ち

代
よ

志
し
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　ＴＰＰの大筋合意による美瑛農業の行方や農業所
得のアップを前提とする理解し難い「農協改革や農
業委員会の制度改革」は日本国民の主食を確保し、
安全で安心な食料の生産に励む農業者にとって、衝
撃的な 1 年でした。新春早々、参院選挙をにらんだ
政局の動きや大筋合意に係る国会承認への議論など
ひとときも目を離すことはできない。
　あわただしい中で通り過ぎた出来事で、特筆すべ
きことがある。美瑛町の区域内農業総生産が 147 億
7 千 7 百万円 ( 直接交付金等含む ) を挙積したこと
で、本町の類歴の農業総生産では初めてで、大げさ
にではないが「金字塔」でまさに本町の快挙でもある。
27 年度の水稲作況指数は全国 100、北海道 104、
上川 104 で美瑛町は 101 の平年作。畑作では土地
利用型の作目のエースとしての小麦作付は 3.239㌶
で 26 年比 149㌶の増となったものの総出荷量では
過去最高の 2 万 97㌧となった。60㌔俵数換算では
32 万表を超え、製品ベースの反収 ( 種子込み ) では
前年比を 2.6 俵 /60㌔越えの 10.8 俵 /60㌔となっ
た。小麦生産においては数量的な高生産に加え、品
質評価では全量 1 等麦のＡランクで、行政の支援を
受けながら、受入施設や乾燥・調整設備を年次的に
整備してきたことの結果で、施設を高度利用しなが
ら生産者の所得確保に結びつけることで、初期の目
的を達成することが出来た裏返しであるともいえる。
続くてん菜では作付面積 1062㌶で前年比▲ 11㌶と
なったものの計画比 4.7㌫増の 8 億 2 千 2 百万円を
確保した。反当収量は 6.8㌧、糖分は 17.5㌫を確保、
総生産の底上げに貢献する品目のひとつとなった。
当ＪＡ農業振興計画での面積誘導品目のトマトは作
付面積 41.5㌶。生産量では 4 千 4 百トン余りをキ
ープ。作付面積では市町村別で全道 2 位となり、良
質トマトの生産地としてその地位は盤石なものとな
りつつある。ＴＰＰ大筋合意による国会承認はされ
ていないが、国際化や産地間競争は必至だ。組合員
の皆さんとともに、協同の下、農業で生き抜く“新
しい種”を播きたい。

平成 28年も新しい
協同の種をまこう

　

町
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
美

瑛
産
の
食
材
で
作
っ
た
給
食
カ
レ
ー
で
す
。

た
く
さ
ん
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

　

食
育
事
業
と
併
せ
、
美
瑛
産
農
畜
産
物
を

“
食
べ
物
”
を
通
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

取
り
組
み
が
12
月
８
日
・
９
日
の
両
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
学
校
給
食
カ
レ
ー
の
日
」
と
称
し
、
当
Ｊ

Ａ
が
提
案
。
体
験
型
教
育
を
取
り
入
れ
て
い

る
教
育
現
場
と
思
惑
も
一
致
し
初
め
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
提
供
し
た
食
材
は
米
と

豚
肉
、
ニ
ン
ジ
ン
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
タ
マ
ネ

ギ
で
約
９
０
０
食
分
が
同
町
給
食
従
事
員
の

手
に
よ
っ
て
調
理
さ
れ
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
熊
谷
組
合
長
と
浦
島
専
務
や
浜

田
美
瑛
町
長
ら
が
美
瑛
小
学
校
を
訪
れ
、
児

童
と
一
緒
に
会
話
を
し
な
が
ら
「
カ
レ
ー
の

日
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

郷
土
の
歴
史
を
積
み
重
ね
１
０
０
年
。
町
内

二
股
地
区
の
開
基
１
０
０
年
を
祝
う
記
念
式
典

と
祝
賀
会
が
11
月
28
日
、
二
股
総
合
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
記
念
事
業
に
向
け
て
組
織

さ
れ
た
記
念
式
典
協
賛
会
の
大
谷
誠
一
会
長
は
、

あ
い
さ
つ
で
「
こ
の
地
域
は
秋
田
県
人
な
ど
の

入
植
に
始
ま
り
、
昭
和
26
年
頃
に
は
住
民
戸
数

も
１
２
０
戸
と
最
盛
を
迎
え
た
。
そ
の
後
、
中

学
校
や
小
学
校
の
統
廃
合
で
２
０
０
８
年
に
は

17
戸
ま
で
減
少
し
た
。
歴
史
の
経
過
は
あ
る
も

の
の
、
こ
の
よ
う
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
記
念
の

節
目
を
迎
え
、
絆
を
さ
ら
に
深
め
る
い
い
機
会

と
な
っ
た
。」
と
述
べ
、
続
い
て
地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
熊
谷
組
合
長
や
浜
田
町
長
も

出
席
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
愛
の
高
い
皆

さ
ん
に
労
い
の
言
葉
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

人気のカレーを美瑛産で 町
内
全
校
に
食
材
を
提
供

節目を祝う 郷
土
の
歴
史
を
積
み
１
０
０
周
年
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－シリーズ２－

　

深
刻
な
打
撃
の
畜
産

　
　
　

財
源
確
保
も
課
題

　

私
は
、
最
も
深
刻
な
打
撃
を
受
け
る
の

は
畜
産
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
牛
肉
関
税

は
現
行
３
８
・
５
％
か
ら
15
年
で
段
階
的

に
９
％
、
１
／
４
ま
で
に
引
下
が
り
ま
す
。

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
（
緊
急
輸
入
制
限
措
置
）
は
、

全
参
加
国
か
ら
の
輸
入
量
が
増
え
る
と
発

動
し
、
関
税
を
引
上
げ
る
仕
組
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
発
動
の
基
準
輸
入
量
は

ほ
と
ん
ど
発
動
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
様

な
大
き
な
数
量
で
す
。

　

し
か
も
、
４
年
間
発
動
が
な
け
れ
ば
廃

止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
実
質
的

に
は
９
％
で
無
制
限
に
輸
入
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
合
意
内
定
は

極
め
て
深
刻
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　

和
牛
肉
は
あ
る
程
度
の
価
格
差
が
あ
る

の
で
影
響
を
受
け
な
い
の
で
は
な
く
、
価

格
差
は
残
る
も
の
の
、
価
格
水
準
は
低
下

す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
肉
牛
経
営
に
は

現
在
も
四
半
期
ご
と
に
生
産
コ
ス
ト
と
市

場
価
格
の
差
に
生
じ
た
８
割
を
、
補
て
ん

す
る
制
度
が
あ
り
、
国
が
３
／
４
を
生
産

者
が
１
／
４
を
補
填
し
て
い
ま
す
。
実
質

的
に
は
６
割
補
て
ん
に
し
か
な
っ
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
早
急
な
法
制
化
を
念
頭
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
対
応
と
し
て
制
度
の
安
定
的
な
約
束

を
求
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
２
割
程
度
の
価
格
低
下
に
よ
る
補

て
ん
単
価
の
増
加
の
一
方
で
補
て
ん
の

財
源
と
し
て
い
た
牛
肉
の
関
税
収
入
は
、

一
千
億
円
近
く
消
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

関
税
が
９
％
に
な
れ
ば
補
て
ん
財
源
が
で

き
る
の
か
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

豚
肉
に
つ
い
て
で
す
が
、
米
国
の
み
な

ら
ず
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
に
価
格
の
安
い
部
位

の
関
税
、
高
価
格
部
位
の
関
税
と
も
１
０

年
か
け
て
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
実
質
的
に

差
額
関
税
制
度
は
な
く
な
る
に
等
し
く
豚

肉
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
も
12
年
後
に
は
廃
止

さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

現
状
の
養
豚
の
経
営
安
定
対
策
は
、
牛

肉
と
同
様
赤
字
の
８
割
を
補
て
ん
す
る
仕

組
み
で
す
が
、
生
産
者
負
担
は
１
／
２
と

大
き
く
実
質
は
４
割
程
度
の
補
て
ん
に
し

か
な
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
肉

用
牛
並
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
赤
字
の
８

割
補
て
ん
で
生
産
者
は
１
／
４
負
担
を
し

て
い
る
訳
で
す
か
ら
、
実
質
は
６
割
補
て

ん
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
内
容
で
の
法
制
化
は
不
十

分
で
す
の
で
、
最
大
限
の
努
力
で
も
越
え

ら
れ
な
い
海
外
と
の
生
産
性
の
格
差
を
埋

め
る
「
固
定
支
払
い
」
と
「
収
入
変
動
緩

和
支
払
」
の
２
本
立
て
の
検
討
が
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
こ
こ
で
も

財
源
の
確
保
が
問
題
に
な
る
の
は
牛
肉
と

同
じ
で
す
。

歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
生
乳
生
産

　

最
低
限
の
所
得
補
償
を

　　

乳
製
品
に
つ
い
て
は
、
現
在
バ
タ
ー
や

脱
脂
粉
乳
な
ど
の
乳
製
品
を
生
乳
換
算
で

１
３
万
７
千
㌧
を
低
関
税
で
輸
入
す
る
枠

を
設
定
し
、
そ
れ
を
超
え
る
と
２
０
０
～

３
０
０
％
の
枠
外
関
税
を
課
し
て
い
る
仕

組
み
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
枠
外
関
税
は
維
持
す
る
も

の
の
、
全
体
で
生
乳
生
産
換
算
で
７
万
㌧

程
度
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
（
米
国
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
な
ど
）
へ
の
低
関
税
の
輸
入
枠
を
追
加

的
に
設
定
す
る
提
案
で
し
た
。
し
か
し
、

ハ
ワ
イ
会
合
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
要

求
を
満
た
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
経
過

に
あ
り
ま
し
た
。

　

関
税
の
削
減
で
競
争
す
る
よ
り
、
枠
を

確
保
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
米
国
に
増
え
る
分
を
、
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日
本
と
カ
ナ
ダ
に
よ
り
大
き
な
輸
入
枠
を

設
定
さ
せ
て
帳
尻
を
合
わ
そ
う
と
し
た
の

で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
要
求
が

予
想
以
上
に
大
き
く
、
加
え
て
カ
ナ
ダ
か

ら
の
枠
の
提
示
が
以
外
に
も
想
定
以
下

だ
っ
た
た
め
、
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
の
が

７
月
末
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
結
局
ア
ト
ラ
ン
タ
会
合
で
は

７
万
㌧
で
折
り
合
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す

が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
折
れ
た
の
か

と
言
い
ま
す
と
実
は
、
そ
う
で
は
な
く
日

本
が
食
用
脂
（
バ
タ
ー
と
マ
ー
ガ
リ
ン
を

混
ぜ
た
も
の
）
と
チ
ー
ズ
の
関
税
撤
廃
・

削
減
で
大
幅
譲
歩
し
た
事
に
よ
る
も
の
で

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
納
得
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
日
本
の
損
失
が
大
き

い
事
の
裏
返
し
と
も
言
え
ま
す
。

　

近
年
の
バ
タ
ー
在
庫
と
バ
タ
ー
価
格
の

関
係
を
分
析
す
る
と
バ
タ
ー
在
庫
が
１
％

増
加
す
る
と
バ
タ
ー
価
格
は
０
・
26
％
下

落
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
７
万
㌧
の
バ
タ
ー
を
輸

入
す
る
な
ら
、
現
在
の
バ
タ
ー
在
庫

１
万
７
千
８
百
ト
ン
か
ら
、
３
１
・
９
％
の

増
加
に
な
り
ま
す
の
で
バ
タ
ー
価
格
へ
は

８
・
３
％
程
度
の
引
下
げ
圧
力
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

酪
農
で
の
深
刻
な
問
題
は
、
他
の
畜
種

に
比
べ
て
も
生
産
コ
ス
ト
で
の
経
営
間
の

バ
ラ
ツ
キ
が
非
常
に
大
き
い
た
め
、
平
均

生
産
費
で
見
て
、
あ
る
程
度
所
得
が
得
ら

れ
て
い
る
の
で
問
題
な
い
と
い
う
議
論
が

出
来
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
問
題
は
な

い
と
言
い
な
が
ら
現
に
生
産
量
の
減
少
が

続
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
生
産
量
の
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
増
産
に
転
じ
ら
れ

る
様
に
す
る
た
め
に
は
、
確
保
さ
れ
る
べ

き
最
低
限
の
所
得
水
準
を
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

輸
入
小
麦
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
削
減

で
財
源
不
足
に
な
る
こ
と
も

　

小
麦
製
品
の
関
税
撤
廃
に
対
応
す
る
た

め
、
現
在
の
小
麦
輸
入
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ

に
よ
り
実
効
１
７
円
／
㌔
が
45
％
削
減
さ

れ
る
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
輸
入

小
麦
の
国
内
流
通
価
格
が
下
が
り
、
国
内

の
小
麦
価
格
に
、
下
落
し
て
し
ま
う
こ
と

と
な
り
こ
の
こ
と
に
よ
り
約
４
０
０
億
も

の
財
源
収
入
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
、
価
格
の
下
落
に
伴
な
う
国
内
小
麦
の

固
定
払
い
（
ゲ
タ
対
策
）
な
ど
は
拡
充
す

べ
き
と
こ
ろ
な
ん
で
す
が
、
む
し
ろ
財
源

が
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
対
策
に
困
難
が

生
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
財

源
の
不
足
が
放
置
さ
れ
た
場
合
、
小
麦
生

産
者
の
手
取
り
価
格
は
、
３
４
・
４
％
ほ
ど

低
下
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
様
に
「
国
内
対
策
も
含
め
重
要

品
目
の
再
生
産
は
可
能
」
と
言
い
張
る
こ

と
に
は
決
し
て
出
来
な
い
状
況
で
す
。

　

さ
ら
に
、
す
で
に
わ
ず
か
し
か
残
っ
て

い
な
い
林
産
分
野
に
お
い
て
も
輸
入
の
伸

び
て
い
る
合
板
や
製
材
を
１
６
年
間
で
関

税
撤
廃
す
る
と
い
う
凄
ま
じ
い
内
容
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
認
識
し
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

被
害
は
３
千
億
円
程
度
？

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
内
容
が
そ
の
ま
ま
実
施
さ

～鈴木宣弘氏～
　東京大学大学院農学国際専攻教授。
1958 年三重県生まれ。東京大学農学部
卒。農林水産省職員、九州大学農学部助
教授、教授を経て 2006 年 9 月から現在職。
　食料貿易に関しては、一部の輸出産業
の短期的利益や安い食料で消費者が得る
利益だけで判断するのではなく、極端な
食料自給率の低下による国家安全保障の
問題。地域社会の崩壊、窒素過剰による
国土環境や人々の健康への影響等、長期
的に失うものの大きさを総合的に勘案し、
国民的な議論を尽くすべきと主張されて
いる。

れ
た
ら
政
府
試
算
で
は
３
兆
円
だ
っ
た
の

で
す
が
、
現
在
準
備
さ
れ
て
い
る
国
内
対

策
で
当
初
見
込
み
の
被
害
額
を
１
／
10
の

１
に
圧
縮
し
３
千
億
円
程
度
に
留
ま
る
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
こ
こ
ま
で
縮
少
し

た
の
だ
か
ら
、
よ
く
踏
ん
ば
っ
て
交
渉
し

た
、
評
価
し
て
欲
し
い
と
言
わ
ん
ば
か
り

で
す
が
、
こ
の
被
害
額
は
過
少
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
一
部
の
品
目
に
つ
い
て
業

界
や
我
々
の
試
算
額
だ
け
で
も
１
兆
円
は

軽
く
超
え
て
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）
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美
馬
牛
地
区
は
、
美
瑛
町
市
街
地
よ
り

南
に
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ

り
、
南
は
上
富
良
野
町
と
境
界
を
接
し
、

背
後
に
は
北
海
道
の
屋
根•

大
雪
山
連
峰

の
十
勝
岳
の
秀
麗
な
る
峰
を
仰
ぎ
見
る
こ

と
が
で
き
る
丘
陵
地
帯
で
す
。
四
季
を
通

じ
て
変
化
に
富
ん
だ
美
し
い
風
景
は
、
写

真
撮
影
の
絶
好
の
被
写
体
と
な
っ
て
お
り
、

観
光
客
が
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
も
本
校
の
校
舍
は
『
丘
の
上
の

塔
の
あ
る
学
校
』
と
し
て
知
ら
れ
，
写
真

家
前
田
真
三
氏
に
よ
っ
て
全
国
に
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
地
域
の
学
校
と
し
て
明
治
43

年
に
は
じ
ま
り
、
現
在
は
近
隣
の
４
つ
の

小
学
校
が
統
合
す
る
形
で
美
馬
牛
小
学
校

と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
数
は
、

現
在
７
学
級(

特
学
３)

で
39
名
で
す
。「
求

め
て　

わ
か
っ
て　

行
動
す
る
子
に
育
て

る
」
と
い
う
教
育
目
標
の
も
と
、
児
童
の

よ
さ
や
持
ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
創
意
あ

る
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
教
科

で
の
学
習
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
今
後
つ

け
て
い
き
た
い
力
と
し
て
、「
言
語
活
動
」

を
重
視
し
、「
的
確
な
表
現
方
法
」
で
「
自

分
の
考
え
」
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

美
瑛
町
立
美
馬
牛
小
学
校　
　
　

校
長　

倉
重　

昭
夫

と
を
目
指
し
て
、「
話
す
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
ノ
ー
ト
づ

く
り
や
話
し
方
・
書
き
方
に
つ
い
て
は
全

学
年
で
、
重
点
的
に
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で

は
、
本
校
の
特
徴
で
あ
る
自
然
豊
か
で
広

大
な
校
地
の
中
に
あ
る
学
校
園
・
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
栽
培
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
進
ん
で
作

物
の
世
話
を
す
る
こ
と
で
、
自
主
性
や
責

任
感
が
育
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
作
物

は
、
自
分
た
ち
で
調
理
し
、
お
い
し
く
い

た
だ
い
て
お
り
、
楽
し
い
食
育
の
学
習
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
と
の
連
携
も
盛
ん
で
す
。
毎
年
、

運
動
会
前
・
グ
ラ
ン
ド
納
め
前
に
は
、
保

護
者
の
ほ
と
ん
ど
と
地
域
の
方
の
協
力
を

得
て
、
環
境
整
備
が
行
わ
れ
、
校
地
内
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。
夏
休
み
前
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
「
野
外
活
動
」
と
い
う
名

の
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
、
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
が
、
一
晩
学
校
に
お
泊
ま
り
を

し
、
付
き
添
い
の
保
護
者
も
共
同
作
業
を

す
る
こ
と
で
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

校
外
の
多
く
の
学
校
と
同
様
に
、
本
校

も
児
童
生
徒
の
減
少
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ

さ
を
発
揮
し
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
教
育

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域の

学校紹介
地域の

学校紹介
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と
を
目
指
し
て
、「
話
す
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
ノ
ー
ト
づ

く
り
や
話
し
方
・
書
き
方
に
つ
い
て
は
全

学
年
で
、
重
点
的
に
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で

は
、
本
校
の
特
徴
で
あ
る
自
然
豊
か
で
広

大
な
校
地
の
中
に
あ
る
学
校
園
・
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
栽
培
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
進
ん
で
作

物
の
世
話
を
す
る
こ
と
で
、
自
主
性
や
責

任
感
が
育
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
作
物

は
、
自
分
た
ち
で
調
理
し
、
お
い
し
く
い

た
だ
い
て
お
り
、
楽
し
い
食
育
の
学
習
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
と
の
連
携
も
盛
ん
で
す
。
毎
年
、

運
動
会
前
・
グ
ラ
ン
ド
納
め
前
に
は
、
保

護
者
の
ほ
と
ん
ど
と
地
域
の
方
の
協
力
を

得
て
、
環
境
整
備
が
行
わ
れ
、
校
地
内
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。
夏
休
み
前
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
「
野
外
活
動
」
と
い
う
名

の
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
、
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
が
、
一
晩
学
校
に
お
泊
ま
り
を

し
、
付
き
添
い
の
保
護
者
も
共
同
作
業
を

す
る
こ
と
で
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

校
外
の
多
く
の
学
校
と
同
様
に
、
本
校

も
児
童
生
徒
の
減
少
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ

さ
を
発
揮
し
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
教
育

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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☎ 92-3455　FAX92-3488

FARM LAND からのお知らせ

各種検診受診料の
助成について

貯金共済課共済店舗　☎ 68-7017 営農部　☎ 68-7014

　ＪＡびえいでは、正組合員を対象に助成措置を実
施しております。

　○各種検診　
　　　～　検診料の 50％　但し 6,480 円上限
　○脳ドック
　　　～　検診料の 20％　但し 4,320 円上限
　○肺ドック
　　　～　検診料の 20％　但し 2,160 円上限

 ※領収書をご持参のうえ、共済窓口までお越し下さい。
 ※上記記載助成措置は、正組合員とその家族限定です。

農業者の皆さまへ
農業者年金のご案内

ハウス・倉庫・
家の前のぬかるみに
これからの時期には
必需品
サイズ　1230X2560X13
重量　　40Kg

30,000円（税別）

12 月に配布させていただ
きましたファームランド
今年は昨年よりページ数も
増えて商品も充実
コンテナや工具セット・
移動式軽油ﾀﾝｸなど役に立
つ商品目白押し !!

大ヒット商品！
リピーボード！！

新商品からヒット商品がいろいろ掲載されています
今年の営農に役立ててください

期間は 3 月 31 日までです

　老後生活の備えは十分ですか ?? 農業者年金は、
国民年金の第１号被保険者（保険料納付免税者を除
く）で、年間 60 日以上農業に従事する 60 歳未満
の方であれば、どなたでも加入できます。
※加入される方は、国民年金の付加年金（付加保険料月額
400 円）への加入も必要となります。

農業者年金のメリット

少子高齢化時代に強い積立方式の年金

公的年金ならではの税制上の優遇措置

終身年金で 80歳までの保証付き

農業の担い手には手厚い政策支援

詳しくは窓口までお問い合わせください。
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年始のＪＡ業務時間のご案内

1 月のパソコン講習会について

営農研修会は　１月 28 日（木）

営農部　☎ 68-7014

１月１日 ( 金 ) 
　～３日 ( 日 ) ４日 ( 月 ) ５日 ( 火 ) ６日 ( 水 ) ７日 ( 木 )

金融店舗窓口 休　　業 9：00 ～ 16：00

Ａ　Ｔ　Ｍ
ホクレンショップ玄関 休　　業 9：30 ～ 18：00

金融店舗 休　　業 8：45 ～ 17：00

給　油　所
北町ＳＳ 休　　業 8：00 ～ 17：00 8：30 ～ 19:00

大町セルフ ２４時間営業

上記以外の部門 休　　業 仕事始め
8：30 ～ 16:00 8：30 ～ 17:00

総務部　☎ 92-2111

営農部　☎ 68-7014

年始休業中の緊急対応
　ＪＡ業務につきまして、緊急な業務対応は次の通り
実施いたしますのでお知らせします。

項　目 連絡先

ＪＡ共済事故受付センター 0120-258-931

灯油・プロパンは 92-2157

◆日　程◆
種　　　類 月　　日 時　　　間 内　　　容 講　師 場　所

ソリマチ簿記
( パソコン )

 1 月 15 日（金）
　　 21 日（木）

22 日（金）
26 日（火）
28 日（木）
29 日（金）

①   9:00 ～ 11:00
② 13:00 ～ 15:00

・ソリマチ簿記の使い方や勘定科
　目の設定など
・次年度更新の行い方
・クミカンデータの転送仕方
・酪農講習会（29 日のみ）

青申会
ＪＡ 2 階
PC 研修室

◆持参するもの◆
自分のパソコンで講習を受けたい方
　本体を持参してください

ソリマチ簿記を受講希望の方
　伝票入力の練習も行いたい場合は、今年のクミ
カン報告書と減価償却資産台帳を持参して下さい。

　今年度の営農研修会は、水稲・畑作生産者の方を対象に１月 28 日（木）に開催します。
　詳細は後日、ＦＡＸおよび農協無線でご案内致します。多数のご出席をお願い致します。

◆開催日　平成２８年１月 28 日（木）
◆場　所　ＪＡびえい３階大ホール
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平成 28 年度
免税軽油・農業労災保険の

受付をします

JA びえい研修センター
　　　　　　　　　　　☎ 92-0588

　農業機械課では、平成 28 年度免税軽油申請と、
農業労災加入手続きを行いますので、お早めの手
続きをお願い致します。

■申請手続き
免軽必要事項　
　平成 28 年度の営農計画書に基づく作物別作付
面積書
労災必要事項　
　平成 27 年度分使用労働者数及び支払賃金、
　平成 28 年度支払予定賃金
持参するもの　
　印鑑、標識交付証明書（トラクター等入替増車
の方）
受付期間　
　　1 月 14 日（木）～ 1 月 22 日（金）
受付時間　　　　午前 9 時から午後 4 時まで
受付場所　　　　研修センター会議室

※近年、免税軽油の不正利用防止の為、使用者へ
の調査が強化されております。

　　免税軽油使用者証に未記載の機械への使用
等、不正使用が発覚した場合は、罰則（免税証
の不交付や過去三年に遡り返納等）が生じます
のでご注意下さい。

※毎年、多くの農作業事故が発生しております。
未加入の方はこの機会にぜひ農業労災に加入し
ましょう。

　2016 年本紙の表紙を飾って頂いたのは「朗根内へき地保育所」
の元気な 5 人の園児の皆さんです。二人の保育士さんの指導の
もと、音楽やお絵かき、運動と元気いっぱい。新春にふさわしい
元気をお届けさせて頂きます。今年は“申年”でこの日のために
手づくりの“おさる”さんを準備しての表紙演出となりました。

主役の 5名は
左から、ふくだ	るき	くん（左下）さとう	しおん	くん（上段左）
おぐち	ひな	ちゃん（中央）かまだ	りお	ちゃん（中央右）
ふくだ	りき	くん（右）

新年特集号
表紙の写真

ご協力
ありがとう
ございます
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【全体運】プレッシャーに弱く、ストレスを感じや
すいかも。できる人と比較せず、自分は自分と
開き直って。神社参拝吉

【健康運】冷えは万病のもと。万全対策を忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】甘エビ

【全体運】柔軟性が高まり、みんなと上手に付き合
える時期。周囲のサポートも期待できそう。海外
に関する事柄に福あり

【健康運】気付かず、疲労をためがち。休息も大事
【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ

【全体運】ネガティブな発想をしやすい月。失敗に
クヨクヨせず、意識してプラス思考を。自然の中で
過ごすと気晴らしに

【健康運】胃腸系をいたわることで体調に好影響大
【幸運を呼ぶ食べ物】セロリ

【全体運】あれこれ不安が生じやすい傾向。迷った
ときは一人で悩まず、信頼できる人に相談を。開
運にはイメチェンが◎

【健康運】適度に体を動かせば調子が上向くはず
【幸運を呼ぶ食べ物】小松菜

【全体運】物事を深刻に受け止めやすくなる気配。
持ち前の明るさを発揮して。ユーモアたっぷり
の映画を見て気分転換を

【健康運】ちょっとしたけがに注意。行動は慎重に
【幸運を呼ぶ食べ物】ミカン

【全体運】ウキウキとした楽しい気持ちになれる
期間です。新年会などを主催して、大いに楽し
むとグッド。旅行も大賛成

【健康運】話題の健康法に挑戦するとうれしい変化が
【幸運を呼ぶ食べ物】小豆

【全体運】ささいなことでカリカリしがち。いつも
笑顔を心掛け、ソフトなイメージづくりを。玄関掃
除も運気回復に効果的

【健康運】食べることでストレス解消は×。運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】コハダ

【全体運】コミュニケーション運が良好。苦手意識
を感じていた相手と簡単に分かり合えそう。話題
のスポットにも注目を

【健康運】不調を感じたら、十分な睡眠を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】豆腐

【全体運】仕事を早めに済ませ、落ち着いたひとと
きを過ごすのに向いています。好きなことに、じっ
くり打ち込んでみて

【健康運】生活のリズムが乱れやすいので、ご用心
【幸運を呼ぶ食べ物】ユリ根

【全体運】新しいことをスタートさせるのに最適。
温めているプランがあるなら、ぜひ実行に移し
て。積極的が幸運の鍵に

【健康運】ストレッチなどの運動が好調の呼び水に
【幸運を呼ぶ食べ物】フグ

【全体運】サービス精神を示すことで、身近な人と
の仲が、より好転。円満な人間関係を築けます。温
泉も幸運の呼び水に

【健康運】小まめに動いた方が心身とも開放感あり
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ

【全体運】周りから良い影響を受けられそう。一目
置いている人のやり方や考えを参考にして。習い
事に励むのも正解

【健康運】体力アップの好機。スポーツを満喫して
【幸運を呼ぶ食べ物】カキ
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第1104号　平成28年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

　新しい年を迎えるお正月は厳かな気持ちでそれぞれの家の守り
神に手を合わせ、先祖にも感謝の念を持って敬い、気持ちを新た
にして家族やそれぞれの " 幸せ " を祈る。日本古来の伝統で、また
歴史の 1 ページが綴られました。今年も意欲的に頑張りたいと思っ
ています。改革には色々ありますが、言われなきＪＡ改革は農協
法の改正まで〝岩盤規制の撤廃〟と称して行われました。今だに
何を目的に農協や農業を変えようとしているのか意図が理解でき
ません。変わらないのはＪＡの原点は昔から続く地域の助け合い、
営農と暮らしを守ること。そしてＪＡを構成し、その主役である
のは「組合員」の皆さんであることです。

744 人

1,846 人

242 億 6 千万円

68 億 5 千万円

 11 億 0 千万円

40 億 5 千万円
（平成 27 年 11 月末）

発生件数　　2 件（19 件）　《18 件》
　　負傷　　2 人（19 人）　《18 人》
　　死亡　　0 人（ 0 人）　《 0 人》

（　）は 27 年度累計　《　》は昨年同期累計

（12月20日現在）

1

1日（金）　元旦

4日（月）　金融店舗・北町ＳＳ仕事はじめ

6日（水）　一般業務はじめ

　11日（月）　成人の日

　12日（火）　女性部役員研修（１３日）

　18日（月）　フレッシュミセス会役員研修会（１９日）

　19日（火）　ＪＡ青年部富良野沿線ブロック
　冬期部員研修会

　20日（水）　女性部冬期研修会
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